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は
じ
め
に

　

か
つ
て
戸
谷
敏
之
は
、
近
世
後
期
の
農
業
類
型
を
行
っ
て
、
民
富
の
蓄
積
が
認

め
ら
れ
る
摂
津
型
農
業
の
設
定
を
試
み
た
（
１
）。
つ
づ
い
て
古
島
敏
雄
ら
は
、
こ
れ
を

発
展
さ
せ
て
、
天
保
期
に
綿
作
を
中
心
と
す
る
商
品
作
物
生
産
が
都
市
商
業
資
本

の
吸
着
で
行
き
詰
ま
り
、
寄
生
地
主
経
営
に
転
換
し
て
幕
末
維
新
期
を
迎
え
る
と

把
握
し
た
（
２
）。
こ
れ
に
た
い
し
て
山
崎
隆
三
ら
を
中
心
に
手
作
り
二
町
程
度
の
規
模

を
も
つ
富
農
経
営
が
松
方
デ
フ
レ
期
ま
で
広
範
囲
に
存
続
し
て
い
た
事
実
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
富
農
経
営
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
（
３
）。

　

上
瓦
林
村
岡
本
家
に
つ
い
て
は
八
木
哲
浩
・
今
井
林
太
郎
『
封
建
社
会
の
農
村

構
造
』
が
あ
る
（
４
）。
八
木
は
、
こ
の
成
果
を
も
と
に
『
近
世
の
商
品
流
通
』
（
５
）
や
『
西

宮
市
史
』
（
６
）
な
ど
を
著
し
、
中
農
経
営
が
労
賃
の
や
肥
料
の
高
騰
に
悩
ま
せ
ら
れ
な

が
ら
も
松
方
デ
フ
レ
期
ま
で
と
も
か
く
綿
作
な
ど
で
利
潤
を
生
み
出
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

八
木
の
分
析
は
充
実
し
た
も
の
で
、
本
論
文
で
改
め
て
論
じ
る
ま
で
も
な
い
点

が
多
い
。
こ
こ
で
検
討
す
る
作
付
け
面
積
、
反
当
た
り
収
量
、
小
作
の
推
移
な
ど

ほ
と
ん
ど
の
要
素
は
、
す
で
に
八
木
が
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら

は
別
々
の
部
分
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
山
崎
隆
三
の
よ
う
な
系
統
だ
っ
た
農
業
経
営

の
収
支
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
山
崎
の
分
析
対
象
と
し
た
武
庫
郡
西
混
陽
村

氏
田
家
は
、
二
、三
町
前
後
の
手
作
り
経
営
で
、
ほ
と
ん
ど
小
作
地
が
な
く
、
村

役
人
以
下
の
特
別
な
地
位
を
も
た
な
い
、
ま
っ
た
く
の
富
農
と
い
っ
て
よ
い
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
岡
本
家
は
古
く
か
ら
割
元
庄
屋
を
勤
め
二
町
歩
か

ら
六
町
歩
に
及
ぶ
大
規
模
手
作
り
経
営
で
、
地
主
的
展
開
も
見
ら
れ
た
。
こ
の
た

め
要
素
が
複
雑
で
「
万
覚
帳
」
が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
推
計
を
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
点
で
、
作
業
が
煩
雑
な
割
に
は
、

不
確
か
な
面
が
と
も
な
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

本
稿
も
そ
の
点
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
岡
本
家
「
万
覚
帳
」
の
魅
力
は
、
氏
田

家
の
デ
ー
タ
が
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
か
ら
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
初
見
が
享

保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
か
ら
あ
り
、
五
五
年
も
遡
る
こ
と
、
氏
田
家
の
帳
簿
が

金
銭
出
入
帳
的
な
性
格
で
、
事
項
記
載
が
簡
略
な
も
の
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し

て
、
記
載
内
容
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
と
く
に
作
付
・
収
穫
・
販
売
や
肥
料
購
入

に
つ
い
て
記
述
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。

享
保
・
元
文
期
の
摂
津
の
農
業
経
営
と
肥
料

―
武
庫
郡
上
瓦
林
村
岡
本
家
の
場
合
―

白
川
部
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夫
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そ
こ
で
限
界
を
承
知
し
つ
つ
も
、
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
意
味
も
あ
り
、
岡
本
家

の
手
作
り
経
営
の
収
支
分
析
を
行
う
こ
と
に
し
た
（
７
）。
分
析
は
手
作
り
経
営
部
分
な

の
で
、
そ
れ
に
関
係
な
い
部
分
は
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
家
が
古
く

か
ら
割
元
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
と
も
な
う
支
出
や
、
地
主
と
し
て

の
宛
米
収
取
と
販
売
な
ど
を
完
全
に
は
区
別
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
各
項
で
簡
単
に
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
た
八
木
の
数
値
が
す
で
に
出
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
頼
ら
ず
、

「
万
覚
帳
」
か
ら
、
筆
者
な
り
に
計
算
し
直
し
た
数
値
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

数
値
の
違
い
は
こ
れ
に
よ
る
。
算
出
基
準
の
違
う
場
合
は
、
そ
の
旨
を
で
き
る
だ

け
説
明
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
回
は
、
享
保
・
元
文
期
に
分
析
対
象
を
限
定

し
て
い
る
が
、
帳
簿
を
分
析
す
る
た
め
の
予
備
的
作
業
が
多
か
っ
た
た
め
当
該
時

期
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
以
後
、
帳
簿
が
充
実
し
て
い
る
天
保
初
年
ま

で
順
次
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

一　

上
瓦
林
村
と
岡
本
家

　

Ａ
上
瓦
林
村

　

ま
ず
、
分
析
に
必
要
な
限
り
で
、
近
世
後
期
の
上
瓦
林
村
と
岡
本
家
の
概
況
を

検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

摂
津
国
武
庫
郡
上
瓦
村
は
、
西
宮
の
郊
外
で
武
庫
川
下
流
の
西
岸
に
位
置
す
る

村
で
あ
る
。
近
世
で
は
、
一
貫
し
て
尼
ヶ
崎
藩
に
属
し
て
い
た
。
宝
暦
一
〇
年

（
一
七
六
〇
）
九
月
の
「
御
巡
見
様
御
通
行
ニ
付
書
上
帳
」
で
は
、
本
田
畑
高

四
三
八
石
七
斗
三
升
三
合
、
面
積
五
三
町
一
反
二
畝
三
歩
で
、
未
新
田
の
分
が
本

田
畑
高
に
組
み
込
ま
れ
て
四
四
二
石
五
升
六
合
と
な
っ
た
（
８
）。
外
に
申
新
田
・
辰
新

田
・
酉
新
田
・
新
畑
流
作
な
ど
が
あ
っ
て
、
合
計
す
る
と
村
高
五
二
一
石
六
斗
七

升
四
合
で
、
こ
こ
か
ら
池
床
分
と
砂
入
分
を
引
い
て
、
五
〇
六
石
一
斗
四
升
七
合

が
近
世
後
期
の
村
高
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
概
要
を
表
１
に
示
し
た
。
新
田
ま
で
含
め
て
、
田
方
が
五
三
町
六
畝
余
、

畑
方
が
八
町
九
反
七
畝
余
で
、
田
方
が
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
圧
倒
的
な
田
勝

ち
の
村
で
あ
っ
た
。
近
世
に
な
っ
て
武
庫
川
堤
が
整
備
さ
れ
た
た
め
、
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
に
は
申
新
田
が
改
め
ら
れ
て
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
耕
地
が
開
発
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
辰
新
田
・
酉
新
田
と
わ
ず
か
な
が
ら
改
め
を
受
け
た
が
、
享
保

一
六
年
（
一
七
三
一
）
に
は
堤
外
に
及
ん
で
流
作
場
が
改
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て

近
世
中
期
に
は
、
村
の
周
辺
は
耕
地
化
さ
れ
、
採
草
で
き
る
野
原
は
ほ
ぼ
な
く

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
施
肥
は
購
入
肥
料
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

本
田
畑
高
は
脇
書
き
に
よ
る
と
明
暦
元
年
改
め
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
に
高

改
め
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
村
の
検
地
は
慶
長
一
六
年
検
地
帳
が
初
見

で
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
は
地
詰
帳
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
本
田
高

の
起
点
に
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
の
本
田
畑
高
の

記
載
の
下
に
、
免
が
石
高
に
対
し
て
八
ツ
一
分
と
あ
り
、
高
免
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
尼
ヶ
崎
藩
で
は
、
と
こ
ろ
に
よ
り
か
な
り
高
免
の
村
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
近
世
初
期
の
村
高
を
改
め
ず
、
地
詰
め
を
行
っ
て
面
積
を
把
握
し
、
年
貢
だ

け
を
あ
げ
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
上
瓦
林
村
の
明
暦
元
年
地
詰
帳
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で
は
、
二
五
石
八
斗
三
升
九
合
の
打
出
し
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
の
で
、

ま
っ
た
く
の
地
詰
丈
量
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

用
水
は
百
間
樋
か
ら
西
宮
な
ど
井
郷
一
四
カ
村
で
利
用
し
て
い
る
も
の

が
中
心
で
、
ほ
か
に
池
が
三
カ
所
あ
っ
た
。
家
数
は
宝
暦
一
〇
年

（
一
七
六
〇
）
に
は
六
八
軒
、
人
別
が
二
九
四
人
で
、
牛
が
二
〇
疋
と
な
っ

て
い
る
。

　

作
物
は
水
田
が
中
心
で
あ
る
が
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
「
田
畑

木
綿
作
書
出
し
帳
」
で
は
田
方
一
〇
町
六
反
五
畝
歩
、
畑
方
六
反
五
畝

一
〇
歩
、
合
計
一
一
町
三
反
一
〇
歩
に
木
綿
が
作
ら
れ
て
い
た
。
耕
地
面

積
の
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
綿
作
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
上
瓦

林
村
の
本
畑
は
八
町
九
反
七
畝
余
で
あ
っ
た
の
で
、
水
田
に
も
木
綿
が
作

ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
上
瓦
林
村
の
場
合
、
そ
の
後
、
堤
防
整
備
の
過
程
で
水
は
け
が

悪
化
し
て
、
綿
作
が
適
さ
な
く
な
り
、
菜
種
作
に
転
換
し
て
い
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
綿
作
村
だ
っ
た
氏
田
家
の
西
混
陽
村
と
は
異
な
っ
た
条
件
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
「
菜
種
子
石
数

売
払
村
々
書
上
」
で
は
（
９
）、
上
瓦
林
村
は
二
一
五
石
七
斗
の
収
穫
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
相
当
数
の
作
付
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
菜
種
は
冬

作
で
、
夏
作
の
木
綿
の
よ
う
に
稲
作
と
競
合
せ
ず
、
春
に
収
穫
し
て
、
そ

の
売
り
払
い
代
金
で
肥
料
代
を
ま
か
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
頃
好
ん
で

作
付
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
岡
本
家
の
「
万
覚
帳
」
の
菜
種
は
三
町
六
反
四

表１　上瓦林村の耕地構成

等級 面積 石盛 分米 備考畝 歩

本田畑

上田 401 2 13 52.139
中田 269 9 12 32.316
下田 993 27 10 99.39
下々田 3028 12 7 211.988
屋敷 156 1 11 17.164
上畑 3 14 11 0.381
中畑 4 3 10 0.41
下畑 403 25 7 28.268 外 52 畝荒木新田へ渡る

小計 5260 3 442.056 免 0.81
未新田 3.323 田畑は本田の内に有

申新田

中田 71 1 12 8.524 寛文 5巳年改
下田 496 20 10 49.667
下々田 1 20 7 0.117
中畑 4 22 10 0.473
下畑 192 8 7 13.459
下々畑 11 7 5 0.562
下畑 39 23 7 2.784
下畑 6 7 0.42

小計 823 11 76.006
辰新田 下々畑 44 24 3 1.344 免 0.37 延宝 5巳年、貞享元未年改
酉新田 下々畑 31 6 3 0.936 免 0.15 宝永 5子年改
新畑流作 下々田 44 12 1.332 免 0.11 享保 16 亥年改
小計 120 12 3.612
合計 6203 26 521.674 1 反当たり 0.841 石
出典：宝暦 10 年 9 月 ｢ 御巡見様御通行ニ付書上帳」（岡本家文書H-1、11）
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畝
の
作
付
で
二
九
石
六
斗
の
収
穫
が
あ
っ
た
。
一
反
当
た
り
八

斗
一
升
余
の
収
穫
と
な
る
。
上
瓦
林
村
全
体
の
反
当
り
収
量
も

同
じ
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
年
の
同
村
の
作
付
反
別
は
、
二
六

町
六
反
二
畝
余
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
九
世
紀
の
初
め
に
は
、

裏
作
と
し
て
菜
種
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

Ｂ
岡
本
家
に
つ
い
て

　

岡
本
家
に
つ
い
て
は
、
系
図
が
な
い
た
め
、
詳
細
は
わ
か
ら

な
い
が
、
古
く
か
ら
上
瓦
林
村
に
居
住
し
、
近
世
で
は
尼
ヶ
崎

藩
の
大
庄
屋
を
代
々
勤
め
た
。

　

明
暦
元
年
地
詰
帳
よ
り
岡
本
家
（
市
兵
衛
）
の
所
持
地
を
抜

き
出
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
同
家
は
三
町

七
反
余
の
土
地
所
持
で
、
持
高
は
石
盛
か
ら
計
算
す
る
と
二
九

石
九
斗
三
升
八
合
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
享
保
一
二
年

（
一
七
二
七
）
の
年
貢
免
割
帳
で
は
、
表
３
の
よ
う
に
本
田
畑

高
二
七
石
余
に
新
田
分
が
増
加
し
て
、
三
八
石
余
に
な
っ
た
。

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
は
、
や
は
り
新
畑
が
加
わ
っ
て
、

四
〇
石
余
と
な
っ
て
い
る
。
享
保
一
二
年
以
降
、
元
文
期
の
土

地
所
持
状
況
は
史
料
が
欠
け
て
い
て
わ
か
ら
な
い
が
、
基
本
的

に
は
あ
ま
り
変
化
が
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
持
高
の
増
加
も
、

新
田
が
増
加
し
た
た
め
で
、
土
地
売
買
に
よ
る
集
積
な
ど
は
見

ら
れ
な
い
。

表 2　明暦元年地詰検地の岡本家の所持地
面積 石盛 石高 備考畝 歩

上田 9 29 13 1.296
中田 21 25 12 2.187
下田 68 4 10 6.813
下々田 227 26 7 15.951
小計 327 24 26.247
下畑 34 15 7 2.415
屋敷 11 18 11 1.276
小計 46 3 3.691 反当たり
合計 373 27 29.938 0.803
出典：明暦元年 9月（寛文 4年改）「摂州武庫郡
　　　上瓦林未之地詰帳」（岡本家文書D1-2-1 ～ 2）

表 3　岡本家の「免割帳」の高と年貢
享保12年 享保17年 寛延3年

持高 年貢 免率 持高 年貢 免率 持高 年貢 免率
本田畑高 27.425 20.59 75.1 26.063 20.59 0.79 27.395 20.068 73.3
未新田 0.18 0.135 75 0.18 0.135 0.75 0.18 0.135 75
申新田 8.853 3 33.9 8.823 3 0.34 8.823 3.088 35
辰新田 1.344 0.497 37 1.344 0.497 0.37 1.344 0.407 30.3
酉新田 0.936 0.14 15 0.936 0.14 0.15 0.936 0.084 9
新畑 1.332 0 0 1.332 0.147 11
小計 38.738 24.362 62.9 38.678 24.362 63 40.01 23.929 59.8
延口米等 2.53 2.533 2.452
合計 38.738 26.892 69.4 38.678 26.895 69.5 40.01 26.381 65.9
出典：享保 12 年、寛延 3年は各年度の年貢米免割帳、享保 17 年は同年「万覚帳」の記載による．
　　　（岡本家文書）
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免
割
帳
か
ら
は
年
貢
負
担
も
わ
か
る
の
で
、
見
て
お
く
と
、
本
田
畑

高
で
は
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
は
七
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
寛

延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
は
七
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
率
の
年
貢
が

掛
け
ら
れ
て
い
る
。
申
・
辰
・
酉
・
新
畑
な
ど
の
年
貢
率
が
低
い
の

で
、
合
計
す
る
と
や
や
比
率
は
低
下
す
る
も
の
の
、
年
貢
の
高
さ
は
農

業
経
営
に
影
響
す
る
要
素
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
や
や
時
期
が
遅
れ
る
が
、
ほ
ぼ
文
政
初
年
と
思
わ
れ
る

岡
本
家
の
「
所
持
田
地
調
」
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
表
４
に
示
し

た
。
こ
の
史
料
で
は
、
一
般
の
田
畑
（
表
で
は
本
田
畑
と
し
て
あ
る
）、

申
新
田
分
、
出
作
、
帳
外
地
と
区
分
さ
れ
て
お
り
、
申
新
田
以
外
の
新

田
が
見
当
た
ら
な
い
。
い
っ
ぽ
う
一
般
の
田
畑
の
ほ
と
ん
ど
は
明
暦
地

詰
段
階
の
本
田
畑
と
思
わ
れ
る
が
、
明
暦
地
詰
帳
に
な
か
っ
た
下
々
畑

が
あ
る
。
下
々
畑
が
あ
る
の
は
、
申
・
辰
・
酉
新
田
だ
っ
た
の
で
、
お

そ
ら
く
辰
・
酉
新
田
部
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と
、
こ
の

調
で
は
、
本
田
畑
と
申
新
田
以
外
の
ほ
か
の
新
田
と
が
一
緒
に
さ
れ
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
調
に
よ
れ
ば
、
岡
本
家
が
こ
の
時
期
、
上
瓦
林
村
に
所
持
し
て

い
た
耕
地
は
、
表
４
の
本
田
畑
と
申
新
田
合
計
し
て
九
町
九
反
九
畝

二
一
歩
の
高
請
地
と
一
町
二
反
三
畝
二
〇
歩
の
帳
外
地
だ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
ほ
か
に
出
作
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
記
述
の
通
り
な
ら
、

他
村
の
地
内
に
も
っ
て
い
る
岡
本
家
の
土
地
な
の
で
、
上
瓦
林
分
に
は

表 4　文政期「所持田地調帳」の岡本家の所持地構成

種目 等級 面積 石盛 石高 備考畝 歩

本田畑

上田 56 23 13 7.38
中田 15 23 12 1.892
下田 290 15 10 29.05
下々田 367 14 7 25.723
小計 730 15 64.045
中畑 2 10 2
下畑 65 7 4.55
下々畑 3 25 3 0.115
屋敷 16 2 11 1.767
小計 86 27 8.432 有畝 886 畝 07
合計 817 12 72.477 有畝率 108.4

申新田

中田 12 4 12 1.456
下田 140 11 10 14.037
小計 152 15 15.493
下畑 40 8 7 2.819
下々畑 1 16 5 0.077
小計 41 24 2.896 有畝 320 畝
合計 182 9 18.389 有畝率 175.5
村内合計 999 21 90.866 有畝 1206 畝 07、有畝率 120.7

出作

中田 13 6
下田 32 19
小計 45 25
下畑 20 2
合計 65 27

帳外他 123 20
出典：「所持田地調帳」（岡本家文書 67-15）
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含
ま
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
土
地
の
高
を
計
算
す
る
と
九
〇
石
余
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
調
に
は
、
有
畝
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
田
畑
部
分
と
申
新
田
で
合

計
し
て
、
比
較
し
て
み
る
と
、
本
田
畑
で
は
有
畝
率
は
一
〇
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
申
新
田
で
は
一
七
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
だ
。
両

者
を
合
わ
せ
て
平
均
す
る
と
一
二
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
本
田
畑
で
は
、

明
暦
検
地
で
地
詰
め
が
行
わ
れ
て
お
り
、
検
地
帳
登
録
面
積
と
実
際
の
面
積
で
あ

る
有
畝
と
は
、
あ
ま
り
差
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
尼
ヶ
崎
藩
は
石

高
は
変
更
し
な
か
っ
た
が
、
明
暦
検
地
で
実
地
面
積
の
把
握
を
進
め
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
年
貢
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
そ
の
後
の
新
田
に
つ
い
て
は
、

強
い
把
握
は
行
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
申
新
田
の
有
畝
率
は
か
な
り
高
く
な
っ

た
。
帳
外
地
を
合
わ
せ
る
と
、
よ
り
余
得
が
出
る
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
調
べ
で
は
、
岡
本
家
の
手
作
り
地
が
わ
か
る
が
、
合
計
四
町
三
反
五
畝

二
〇
歩
で
、
本
田
畑
分
二
町
三
反
七
畝
二
〇
歩
、
申
新
田
一
町
三
反
六
畝
二
三

歩
、
出
作
二
反
一
畝
七
歩
、
帳
外
地
三
反
と
な
っ
て
い
る
。
本
田
畑
の
二
九
パ
ー

セ
ン
ト
を
手
作
り
し
た
の
に
た
い
し
、
申
新
田
に
つ
い
て
は
、
そ
の
七
四
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
を
手
作
り
し
て
い
た
。
こ
の
点
で
、
有
畝
が
多
く
年
貢
が
低
い
申
新

田
を
手
作
り
し
て
、
本
田
畑
を
小
作
に
出
す
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
も
っ
と

も
所
持
地
は
手
作
り
・
小
作
に
か
か
わ
ら
ず
、
岡
本
家
が
年
貢
を
負
担
す
る
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
有
畝
の
多
い
土
地
を
手
作
り
し
て
も
有
利
に
な
る
か
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。

二　

岡
本
家
「
万
覚
帳
」
に
つ
い
て

　

岡
本
家
の
「
万
覚
帳
」
の
初
見
は
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
で
、
数
年
欠
け

て
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
か
ら
は
天
保
初
年
ま
で
ほ
ぼ
内
容
の
充
実
し
た

記
述
が
つ
づ
く
。
記
載
の
内
容
は
、
時
期
に
よ
り
多
少
異
な
っ
て
い
る
が
、
主
要

な
も
の
は
、
ほ
ぼ
連
年
記
載
さ
れ
て
い
る
。
表
５
に
元
文
期
ま
で
の
記
載
内
容
を

示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
収
支
計
算
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
お

こ
う
。

　

①
作
物
石
数
覚
・
田
俵
石
数
覚　

そ
の
年
の
収
穫
量
を
記
載
し
た
も
の
で
あ

る
。
収
穫
は
、
俵
表
記
の
場
合
が
あ
る
が
、
ど
の
作
物
も
一
俵
＝
四
斗
で
計
算
さ

れ
て
い
る
。
作
物
石
数
覚
は
春
作
物
で
、
茶
・
菜
種
・
麦
安
・
大
麦
・
小
麦
・
空

豆
や
煙
草
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
田
俵
数
覚
は
、
秋
作
で
米
の
収
穫
ご
と

の
品
種
、
集
計
と
木
綿
の
収
穫
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
収
穫
日
で
、
早
稲
・
中

稲
・
晩
稲
の
区
別
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
豆
類
な
ど
秋
作
の
記
載
も
あ
る
が
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
作
付
け
面
積
や
収
穫
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

②
諸
事
売
出
覚　

作
物
の
売
り
出
し
記
録
で
あ
る
。
菜
種
・
木
綿
・
空
豆
・
米

が
中
心
で
、
麦
類
は
ま
れ
に
し
か
売
ら
れ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
麦
飯
と
し
て
自

家
消
費
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
米
は
、
当
然
宛
米
（
小
作
米
）
も
含
ま
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
自
作
地
の
収
支
計
算
か
ら
は
除
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
し
た
調
整
は
後
に
検
討
す
る
。
ま
た
当
該
年
度
の
収
穫
を
次
年
度
に
販
売
す
る

こ
と
が
菜
種
・
木
綿
に
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
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単
年
度
で
は
、
デ
ー
タ
に
ゆ
が
み
が
出
る
が
、
一
〇
年
単
位
で
見
る
と
売
る
べ
き

も
の
は
、
ど
こ
か
の
時
点
で
売
る
の
で
、
平
均
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。

　

③
田
畑
宛
米
覚　

宛
米
の
覚
で
、
契
約
額
と
場
合
に
よ
り
、
不
作
引
き
・
了
簡

引
き
な
ど
の
引
き
分
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
宛
米
は
年
貢
と
小
作
料
を
合
わ
せ
て

地
主
が
小
作
人
か
ら
徴
収
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
表
17
に
当
該
期
の
合
計
を
示
し

て
お
い
た
。
宛
米
覚
に
は
、
宛
作
人
の
所
在
や
小
字
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
土
地
が
上
瓦
林
地
内
か
ど
う
か
全
面
的
に
判
断
で
き
る
材
料
が
な
い
。
し
た

が
っ
て
出
作
分
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
他
村
の
宛
作
人
は
二
～
四

名
ほ
ど
で
、
上
瓦
林
村
の
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
、
少
な
く
と
も
当
該
期

は
、
ほ
と
ん
ど
上
瓦
林
村
地
内
の
宛
作
地
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宛
作
米
の
量

は
、
宛
作
契
約
の
量
で
は
な
く
、
毎
年
の
減
免
な
ど
を
差
し
引
い
た
実
際
、
岡
本

家
が
収
取
し
た
も
の
を
示
し
た
が
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
は
武
庫
川
が
決
壊

し
た
年
で
、
一
カ
所
「
皆
無
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
引
き
方
の
記
載

表
5　

享
保

・
元

文
期

の
岡

本
家

の
「

万
覚

帳
」

の
構

成
享
保
12
年

享
保
17
年

享
保
18
年

享
保
19
年

享
保
20
年

元
文
元
年

元
文
２
年

元
文
３
年

元
文
４
年

元
文
５
年

17
27

17
32

17
33

17
34

17
35

17
36

17
37

17
38

17
39

17
40

作
物
石
数
覚

作
物
取
入
石
数
之
覚
作
方
万
取
込
石
数
覚
作
物
取
入
石
数
覚

作
物
取
込
石
数
之
覚

諸
事
作
物
取
込
石
数
覚
諸
事
作
物
取
込
石
数
覚
諸
事
作
物
石
数
覚
諸
事
作
物
石
数
覚

諸
事
作
物
石
数
取
込
覚

田
俵
石
数
覚

稲
作
石
数
覚

秋
作
覚

秋
作
石
付
数
覚

諸
事
作
物
売
覚

稲
作
取
入
覚

秋
作
取
込
覚

秋
作
石
数
覚

秋
作
石
数
覚

秋
作
取
入
覚

諸
事
売
出
覚

諸
事
売
物
之
覚

諸
事
売
物
覚

諸
事
売
物
覚

あ
て
田
年
貢
高
覚

諸
事
売
物
覚

供
作
物
取
入
覚

諸
事
売
物
覚

諸
事
売
物
覚

諸
事
売
物
覚

田
畑
宛
米
覚

田
畑
宛
米
覚

田
畑
宛
米
覚

あ
て
田
米
高
覚

あ
て
年
貢
請
取
覚

宛
田
年
貢
米
高
覚

諸
事
売
物
覚

田
畑
宛
年
貢
米
覚
田
地
宛
米
年
貢
覚

田
地
宛
米
年
貢
覚

家
頼
覚

自
作
惣
高
覚

宛
米
納
方
覚

あ
て
米
納
方
請
取
覚
召
抱
之
者
給
銀
差
引
覚
年
貢
米
請
取
差
引
之
事
宛
田
年
貢
米
覚

年
貢
米
差
引
覚

年
貢
米
差
引
覚

年
貢
米
請
取
差
引
覚

取
替
覚

家
来
給
銀
万
差
引

家
来
給
銀
万
差
引

家
来
給
銀
差
引

万
取
替
之
覚

家
来
給
銀
差
引
覚

年
貢
米
請
取
差
引
覚

家
来
給
銀
差
引
覚
年
季
奉
公
人
覚

家
来
給
銀
万
差
引
覚

田
畑
尿
之
覚

諸
事
取
替
覚

諸
事
取
替
覚

万
取
替
覚

尿
灰
買
物
覚

万
取
替
物
覚

家
来
給
銀
差
引
覚

万
事
取
替
覚

家
来
給
銀
差
引
覚

万
事
取
替
物
覚
覚

買
物
覚

諸
事
尿
灰
買
物
覚

田
畑
尿
灰
買
覚

田
畑
尿
灰
買
覚

諸
払
金
銀
米
銭
渡
覚

尿
灰
買
物
覚

万
取
か
へ
覚

尿
灰
買
込
覚

万
事
取
替
覚

尿
灰
万
買
入
覚

諸
払
覚

当
座
万
附
込

諸
払
渡
銀
覚

諸
払
渡
銀
覚

当
座
万
附
込
覚

諸
事
金
銀
米
銭
渡
之
覚
こ
え
灰
買
覚

金
銀
米
銭
払
之
覚
尿
灰
買
込
覚

金
銀
米
銭
万
払
覚

万
雇
人
之
覚

諸
払
覚

当
借
し
か
り
付
込
覚
当
座
附
込
覚

万
買
心
覚

当
座
差
引
附
込
覚

金
銀
米
銭
払
之
覚

万
附
込
当
座
覚

金
銀
米
銭
払
之
覚

万
事
附
込
当
座
覚

あ
て
草
之
覚

諸
事
買
物
通
写

諸
事
雇
人
覚

万
買
物
当
座
覚

諸
雇
人
覚

諸
事
雇
人
覚

万
附
込
当
座
覚

諸
事
雇
人
覚

万
買
物
之
覚

万
事
雇
人
覚

春
作
植
物
所
々
覚
諸
事
雇
人
覚

麦
作
植
所
々
覚

万
遣
物
之
覚

田
畑
麦
作
植
附
所
々
覚
田
畑
麦
作
植
附
所
々
覚
諸
事
雇
人
覚

田
畑
夏
作
植
附
覚
諸
事
附
込
当
座
覚

田
畑
植
附
所
々
覚

田
作
物
植
所
々
覚
麦
作
植
所
々
覚

田
作
植
附
所
々
覚

万
雇
人
之
覚

田
方
稲
作
植
附
所
々
覚
田
方
稲
綿
植
附
所
々
覚
田
畑
麦
作
植
附
覚

田
方
植
付
所
々
覚
諸
事
雇
人
覚

田
方
植
附
所
々
覚

田
作
植
付
覚

田
畑
作
物
植
付
覚

田
畑
秋
作
植
附
覚

田
畑
夏
作
植
付
所
々
覚
当
申
冬
植
付
所
々

田
方
植
附
所
々
覚

田
方
植
附
所
々
覚

出
典
：
各
年
度
の
「
万
覚
帳
」（
岡
本
家
文
書
）
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が
な
い
。
こ
の
た
め
当
該
期
で
は
、
最
大
の
宛
米
量
と
な
っ
て
い
る
。

　

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
「
万
覚
帳
」
の
宛
田
年
貢
米
覚
の
項
目
で
は
、
末

尾
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

合
拾
八
石
九
斗
九
升
六
合

　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　

五
石
八
斗
四
升　
　
　
　
　
　

内
へ
取
分

　
　
　

残
拾
三
石
壱
斗
五
升
六
合
納
ル
分

こ
の
年
の
岡
本
家
の
宛
米
高
は
米
一
八
石
九
斗
余
（
実
際
計
算
し
て
み
る
と
一
九

石
六
合
と
な
り
若
干
誤
差
が
あ
る
）
で
あ
り
、
こ
の
内
、
五
石
八
斗
四
升
が
岡
本

家
の
得
分
で
、
一
三
石
一
斗
余
が
年
貢
と
し
て
尼
ヶ
崎
藩
へ
出
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
宛
米
の
六
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
年
貢
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
後
で
推
定
す
る
よ
う
に
、
こ
の
年
の
推
定
宛
作
地
面
積

は
有
畝
二
町
六
畝
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
の
岡
本
家
の
手
作
り
の
水
田
反
収
は
一

石
五
斗
三
升
二
合
で
あ
っ
た
。
元
文
期
で
は
二
番
目
に
収
穫
が
よ
か
っ
た
年
で
あ

る
が
、
宛
作
地
が
す
べ
て
水
田
で
同
じ
だ
け
反
収
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
収
穫

は
三
一
石
五
斗
五
升
九
合
と
な
る
。
こ
れ
を
も
と
に
宛
作
人
、
地
主
、
領
主
の
取

り
分
を
計
算
す
る
と
表
６
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
年
は
豊
作
と
い
っ
て
よ
い
年

だ
っ
た
の
で
、
宛
作
人
に
比
較
的
余
裕
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
主
取

り
分
は
収
穫
の
一
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
反
当
た
り
二
斗
八
升
四
合
に

し
か
な
っ
て
い
な
い
。
念
の
た
め
元
文
元
年
～
元
文
五
年
の
間
の
岡
本
家
の
米
の

反
当
た
り
収
穫
量
を
平
均
し
て
、
同
じ
試
算
を
し
て
み
る
と
、
宛
作
人
の
取
り
分

も
か
な
り
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
結
局
、

年
貢
に
よ
る
領
主
取
り
分
の
重
さ
が
、
地
主
取

り
分
や
宛
作
人
取
り
分
を
制
約
し
て
い
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。

　

④
宛
米
納
方
覚　

享
保
一
八
年（
一
七
三
三
）

か
ら
こ
の
項
目
が
現
れ
る
。
し
か
し
ど
の
年
も

③
と
の
整
合
性
が
欠
け
て
い
る
。
③
の
宛
作
人

の
ご
く
一
部
し
か
④
に
は
現
れ
ず
、
③
に
な
い

名
前
が
出
た
り
し
て
い
る
。
例
え
ば
享
保
一
八

年
に
つ
い
て
み
る
と
、
③
の
宛
作
人
は
一
七
名

で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
④
で
は
九
名
し
か
現

れ
な
い
。
ま
た
④
に
な
い
蔵
納
、
灘
渡
り
と
い

う
名
義
が
出
て
く
る
。
元
文
元
年（
一
七
三
六
）

に
は
「
年
貢
米
請
取
差
引
之
事
」
と
い
う
項
目

に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
差
し
引
が
あ
っ
た
も

の
だ
け
を
書
き
上
げ
て
い
る
と
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
こ
こ
で
は
③
の
み
デ
ー
タ
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

⑤
家
来
覚
（
召
抱
之
者
給
銀
差
引
覚
）　

奉

公
人
な
ど
の
給
銀
や
貸
し
付
け
な
ど
を
記
録
し

て
い
る
。
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
は

表 6　元文 2 年の領主・宛作人・地主取り分
米生産量 年貢 地主取り分 作人取り分

元文 2年 31.559 13.156 5.84 12.563
元文期平均 28.436 13.156 5.84 9.44
元文 2年比重 100 41.7 18.5 39.8
元文期平均比重 100 46.3 20.5 33.2
出典：元文 2年「万覚帳」、他各年度の「万覚帳」（岡本家文書）
注：�宛作地面積は 20.6 反とした。反当たり収穫は米で元文 2年は 1 石 532 とし、元文期平均
は 1.38 石として計算した。
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「
家
来
覚
」
と
あ
る
よ
う
に
、
享
保
期
に
は
ま
だ
下
人
的
な
も
の
が
残
っ
て
お
り
、

そ
の
記
載
が
若
干
あ
る
。
そ
の
後
、
年
季
奉
公
人
や
半
季
、
月
に
何
日
と
月
極
の

奉
公
人
な
ど
の
記
録
が
あ
る
。
長
年
季
奉
公
は
、
播
磨
・
丹
波
の
農
村
部
が
中
心

で
、
口
減
ら
し
的
な
奉
公
で
年
に
銀
一
匁
程
度
の
極
め
て
安
い
賃
銀
で
雇
用
さ
れ

た
。
月
に
何
日
と
決
め
て
、
自
宅
か
ら
通
い
で
勤
め
る
方
が
高
い
賃
銀
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
労
働
力
の
と
こ
ろ
で
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

⑥
取
替
覚　

立
て
替
え
な
い
し
、
貸
し
付
け
の
記
録
で
あ
る
。
大
庄
屋
・
地
主

と
し
て
、
村
人
な
ど
を
対
象
に
立
て
替
え
た
り
、
貸
し
付
け
た
り
し
て
い
る
が
、

岡
本
家
は
金
融
を
積
極
的
に
行
っ
た
形
跡
は
な
い
。
多
少
利
子
な
ど
は
発
生
し
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
手
作
り
経
営
の
収
支
に
は
関
係
が
な
い
た
め
、
検
討
の
対
象

と
は
し
な
か
っ
た
。

　

⑦
田
畑
尿
之
覚　

肥
料
の
購
入
記
録
で
あ
る
。
内
容
が
豊
富
で
あ
る
が
、
次
項

で
検
討
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　

⑧
買
物
覚　

さ
ま
ざ
ま
な
買
物
の
記
録
で
あ
る
が
、
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
仕
切
り
な
ど
を
写
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
の
諸
払
覚
と
の

対
応
が
完
全
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
諸
払
覚
を
中
心
に
分
析
す
る
こ
と
に
し

た
。
た
だ
諸
払
覚
で
は
、
一
括
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
購
入
し
た
品
物
名
が
比
較

的
丁
寧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
参
考
と
な
る
。

　

⑨
諸
払
覚　

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
支
払
い
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
岡
本
家
の
日
常

支
出
を
こ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
干
鰯
屋
へ
の
支
払
い
な
ど
は
、
こ
こ

で
も
記
録
さ
れ
て
重
複
し
て
い
る
。
ほ
か
も
同
様
に
重
複
す
る
面
が
あ
る
の
で
、

適
宜
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

⑩
万
雇
人
之
覚　

日
雇
い
を
中
心
と
す
る
雇
い
人
の
記
録
で
あ
る
。
屋
根
葺
き

な
ど
の
職
人
や
田
植
え
労
働
な
ど
の
雇
用
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
も
次
項
で
検

討
す
る
。

　

⑪
あ
て
草
之
覚　

宛
米
で
小
作
さ
せ
る
以
外
に
、
一
反
に
い
く
ら
と
賃
銀
を
出

し
て
耕
作
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
代
銀
、
嫁
入
り
荷
物
の
運
送
賃
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
項
目
は
こ
の
年
だ
け
で
消
え
て
い
く
。

　

⑫
春
作
植
物
所
々
覚　

麦
・
菜
種
・
大
豆
な
ど
の
植
え
付
け
面
積
、
小
字
を
記

載
し
て
い
る
。

　

⑬
田
作
物
植
所
々
覚　

植
え
付
け
米
、
木
綿
の
品
種
・
小
字
・
面
積
な
ど
を
記

載
し
て
い
る
。

三　

享
保
・
元
文
期
の
岡
本
家
の
手
作
り
収
支

　

一
、
手
作
り
収
入
の
試
算

　

岡
本
家
の
当
該
年
度
の
手
作
り
収
支
を
計
算
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
要
素

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
基
礎
に
な
る
手
作
り
地
な
ど
を
確
認
し
た
上

で
、
収
入
を
試
算
し
よ
う
。

　

Ａ
持
高
・
手
作
面
積
・
小
作
面
積　

ま
ず
持
高
で
あ
る
が
、
享
保
一
二
年

（
一
七
二
七
）
に
は
三
八
石
余
で
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
に
は
、
新
畑
が

増
加
し
て
四
〇
・
〇
一
石
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
元
文
期
は
史
料
が
欠
け
て
い
る

が
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
免
割
帳
で
も
、
持
高
が
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
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た
。
こ
の
間
、
持
高
は
変
更
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　

岡
本
家
の
場
合
、
耕
地
面
積
の
史
料
が
あ
ま
り
な

い
。
そ
こ
で
持
高
か
ら
所
持
面
積
を
算
出
す
る
作
業

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
表
７
の
よ
う
に
、
一
反

当
た
り
の
石
高
を
算
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本

田
高
だ
け
を
見
れ
ば
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
は

〇
・
八
〇
三
石
で
あ
り
、
そ
の
後
、
地
詰
帳
を
も
と

に
し
た
名
寄
帳
で
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
〇
・

八
九
四
石
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
〇
・
八
五
九

石
と
一
反
当
た
り
の
石
高
が
増
加
し
て
い
る
。
石
盛

は
、
明
暦
元
年
地
詰
帳
を
も
と
に
し
て
い
る
の
で
、

同
じ
で
あ
る
か
ら
、
岡
本
家
の
一
反
当
た
り
の
石
高

の
増
加
は
、
同
家
が
そ
の
後
土
地
を
集
積
す
る
過
程

で
、
平
均
的
に
石
盛
の
高
い
上
位
の
等
級
の
土
地
を

手
に
入
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

本
田
畑
平
均
の
数
値
は
一
応
判
明
し
た
が
、
同
家

は
新
田
分
も
も
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
含
め
た
平

均
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
文
政
初
年
と

考
え
ら
れ
る
「
所
持
田
畑
調
」
に
つ
い
て
、
石
盛
を

も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
高
を
算
出
し
て
、
平
均
を
出
し

て
み
る
と
一
反
当
た
り
〇
・
九
一
石
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
た
。
文
政
四
年
の
本

田
畑
だ
け
の
名
寄
帳
で
は
、
〇
・
八
九
四
石
で
あ
る
の
で
、
比
較
的
近
い
も
の
の
、

そ
れ
以
上
の
高
さ
に
な
っ
た
。
一
般
に
新
田
の
石
高
は
、
本
田
畑
に
た
い
し
て
低

い
の
で
あ
る
が
、
上
瓦
林
村
の
一
番
大
き
い
申
新
田
の
石
盛
は
、
本
田
畑
に
た
い

し
て
あ
ま
り
低
く
な
か
っ
た
た
め
、
申
新
田
を
多
く
所
持
し
て
い
た
岡
本
家
の
反

当
た
り
平
均
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
の
史
料
で
村
全

体
の
平
均
を
見
て
も
、
本
田
畑
が
〇
・
八
四
石
に
た
い
し
て
、
新
田
は
〇
・
八
四
五

石
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
文
政
初
年
の
「
所
持
田
畑
調
」
で
も
本
田
畑
〇
・

八
八
七
石
、
申
新
田
一
・
〇
一
石
で
平
均
し
て
、
〇
・
九
一
石
と
い
う
数
値
が
出
て

い
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
名
寄
帳
の
数
値
は
、
一
筆
ご
と
に
分
米
の
記

載
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
の
本
田
畑
平
均
と
文
政
初
年
の
所
持

田
畑
調
の
計
算
値
と
あ
ま
り
差
は
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
値
を
も
と
に
、

岡
本
家
の
所
持
地
面
積
を
計
算
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
こ
と
を
や
や
詳
し
く
説

明
し
た
の
は
、
今
後
、
こ
の
数
値
が
基
準
と
な
っ
て
推
計
が
行
わ
れ
る
た
め
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
う
し
て
算
出
さ
れ
た
岡
本
家
の
所
持
地
面
積
は
公
式
の
検
地
帳
な

ど
に
現
れ
る
面
積
で
、
実
面
積
（
有
畝
）
で
は
な
い
。
岡
本
家
の
「
万
覚
帳
」
で

は
、
作
付
け
面
積
が
有
畝
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
有
畝
ベ
ー
ス
で
の
面
積
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
文
政
初
年
の
「
所
持
田
畑
調
」
の
有
畝
率

一
二
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
も
と
に
、
実
面
積
を
算
出
し
た
。

　

岡
本
家
「
万
覚
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
手
作
り
地
の
表
作
と
裏
作
の
面
積
を

表 7　岡本家の所持地と高
年代 本田畑（畝） 新田（畝） 総計（畝） 高（石） 1反当たり高

明暦元年 373.27 29.938 0.803
文政初年 817.12 182.9 999.21 90.866 0.91
文政 4年 807.11 72.169 0.894
天保 9年 750.8 64.384 0.859
出典：明暦元年検地帳、文政初年「所持田地調帳」、文政 4年、天保 9年名寄帳（岡本家文書）
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算
出
し
て
、
こ
の
表
作
面
積
を
有
畝
の
所
持
面
積
か
ら
差
し

引
く
と
、
残
り
が
小
作
面
積
と
な
る
。
こ
う
し
て
作
成
し
た

も
の
が
表
８
で
あ
る
。
こ
れ
で
自
作
・
小
作
の
比
率
が
わ
か

る
が
、
こ
こ
で
は
自
作
率
を
示
し
た
。
享
保
一
八
年

（
一
七
三
三
）
よ
り
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
の
三
年
間

は
自
作
率
が
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
高
く
な
っ
て
、
そ
れ

を
挟
ん
で
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
な
っ
て
い
る
。
享
保

一
八
年
と
同
二
〇
年
に
だ
け
、
表
作
に
菜
畑
と
大
豆
・
煙
草

の
作
付
記
録
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
水
田

手
作
り
面
積
の
増
加
も
あ
り
、
手
作
り
全
体
が
増
加
の
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
は
い
な
め
な
い
。
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）

は
西
国
大
飢
饉
の
あ
っ
た
年
で
、
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
る
。

　

Ｂ�

作
付
反
別
お
よ
び
収
穫
と
販
売
高

　

作
物
の
作
付
反
別
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
表
９
に
示
し
た
。

表
作
は
、
米
・
木
綿
が
中
心
で
、
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）

は
菜
畑
、
同
二
〇
年
に
は
大
豆
・
煙
草
の
作
付
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
他
の
年
度
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
は
な
い
が
、
収

穫
に
、
煙
草
、
夏
豆
・
小
豆
・
蕎
麦
な
ど
の
記
載
は
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
記
載
の
な
い
年
も
一
定
量
作

付
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
表
作
の
手
作
り

表 8　岡本家の手作りと宛作の面積

持高（石） 検地面積
（畝） 有畝（畝） 手作地（畝） 宛作地

（畝） 手作率表作 裏作
享保 12 年 38.738 426 514 322 296 192 62.7
享保 17 年 40.01 440 531 302 304 229 56.9
享保 18 年 440 531 402 278 129 75.7
享保 19 年 440 531 381 150 71.8
享保 20 年 440 531 368 163 69.3
元文元年 440 531 363 168 68.4
元文 2年 440 531 325 206 61.2
元文 3年 440 531 316 215 59.5
元文 4年 440 531 287 244 54.1
元文 5年 440 531 297 316 234 55.9
出典：持高は各年度の年貢免割帳、手作地は各年度の万覚帳（岡本家文書）

表 9　享保・元文期の岡本家の作付構成（単位・畝）

品目 享保
12 年

享保
17 年

享保
18 年

享保
19 年

享保
20 年

元文
元年

元文
2年

元文
3年

元文
4年

元文
5年

表作

米 255 259 314 341 319 293 243 222 224 212
木綿 68 43 55 40 40 70 82 94 63 85
菜畑 33
大豆 7
煙草 2
小計 323 302 402 381 368 363 325 316 287 297

裏作

菜種 53 75 50 90
麦安 58 100 100 80
大麦 80 52 60 30
小麦 55 48 51 51
空豆 50 29 17 25
小計 296 304 278 316

出典：各年度の「万覚帳」（岡本家文書）
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面
積
は
、
数
反
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
裏
作
は
、
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
～

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
ま
で
記
載
が
欠
け
て
い
る
が
、
菜
種
・
麦
安
・
大
麦
・

小
麦
・
空
豆
が
作
ら
れ
、
享
保
一
八
年
以
外
は
、
ほ
ぼ
表
作
の
面
積
に
匹
敵
し
て

い
る
。
こ
の
内
、
麦
安
・
大
麦
・
小
麦
の
比
重
が
高
か
っ
た
。
麦
は
ほ
と
ん
ど
売

ら
れ
ず
、
食
料
と
し
て
自
家
消
費
さ
れ
て
い
る
。
販
売
に
回
さ
れ
る
菜
種
・
空
豆

は
両
者
合
わ
せ
て
一
町
歩
前
後
で
、
菜
種
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
く
傾
向
が
あ
っ

た
。

　

こ
の
時
期
は
米
を
中
心
に
、
木
綿
・
菜
種
の
商
品
作
物
生
産
を
行
っ
て
い
た

が
、
木
綿
は
上
瓦
林
村
で
は
振
る
わ
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
菜
種
も
そ
れ
ほ
ど

顕
著
な
作
付
拡
大
が
行
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
食
料
と
し
て
の
麦
の

作
付
を
確
保
す
る
必
要
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
商
品
作
物
の
展
開
は
あ
る
も

の
の
、
自
給
的
制
約
が
な
お
強
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

表
10
に
、「
万
覚
帳
」
に
よ
る
収
穫
と
販
売
お
よ
び
販
売
代
銀
の
推
移
を
示
し

た
。
米
に
つ
い
て
は
、
収
穫
は
手
作
り
分
だ
け
の
記
載
で
あ
る
が
、
販
売
に
は
宛

米
の
分
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
作
り
分
だ
け
に
調

整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
後
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は

「
万
覚
帳
」
の
販
売
量
と
代
銀
を
示
し
た
。
販
売
に
は
年
貢
分
と
さ
れ
る
も
の
も

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
除
い
た
。
ま
た
代
銀
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
若
干
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
年
の
平
均
米
価
で
換
算
し
て
繰
り
込
ん
だ
。
一

部
に
は
肥
料
代
と
の
相
殺
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
な
お
宛
作
料
は
米
が
基
本
な

の
で
、
米
以
外
の
作
物
に
は
宛
作
分
は
含
ま
れ
ず
、
手
作
り
分
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
作
で
は
、
米
の
外
に
、
木
綿
が
販
売
さ
れ
た
。
木
綿
は
作
付
け
面
積
は
記
録

が
あ
る
が
、
手
作
り
分
の
収
穫
は
こ
の
時
期
は
記
載
が
な
い
。
し
か
し
毎
年
で
は

な
い
に
し
て
も
販
売
は
行
わ
れ
て
い
る
。
作
付
け
面
積
が
多
く
な
っ
た
元
文
期
に

は
、
収
入
の
半
分
近
く
を
占
め
る
時
も
あ
っ
た
。
販
売
は
木
綿
と
実
綿
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
諸
払
い
の
部
門
で
は
綿
打
ち
に
支
払
い
が
行
わ
れ
て
お

り
、
収
穫
し
た
木
綿
を
繰
り
綿
と
実
綿
に
分
離
・
加
工
し
て
売
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

ほ
か
に
茶
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
量
は
わ
ず
か

で
あ
る
。
茶
は
耕
作
面
積
に
は
現
れ
な
い
の
で
、
菜
園
や
畦
な
ど
に
作
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
商
品
と
し
て
市
場
に
出
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、
近
隣
農
民
な
ど
の

求
め
で
分
け
た
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

裏
作
で
は
、
麦
類
は
ほ
と
ん
ど
売
ら
れ
な
か
っ
た
。
販
売
さ
れ
た
の
は
菜
種
と

空
豆
で
両
者
は
、
収
穫
分
を
ほ
と
ん
ど
販
売
し
て
い
る
。
た
だ
販
売
全
体
に
占
め

る
比
重
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

全
体
で
、
岡
本
家
は
多
い
時
で
、
銀
三
貫
二
八
六
匁
余
、
少
な
い
時
で
銀

八
四
九
匁
余
の
現
銀
収
入
を
得
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
平
均
す
る
と
、
一
年
に
銀
一

貫
八
九
二
匁
余
の
現
銀
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
こ
に
宛
米
の
収

取
高
と
こ
れ
を
平
均
米
価
で
販
売
し
た
場
合
の
銀
額
を
補
足
し
た
。
表
10
は
本

来
、
現
実
の
販
売
額
を
示
す
も
の
で
、
数
値
は
宛
米
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
さ
ら
に
宛
米
部
分
を
追
加
す
る
の
は
二
重
に
含
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

デ
ー
タ
を
示
す
意
味
で
同
じ
表
の
な
か
に
表
し
た
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。
デ
ー



139　（白川部達夫）
表

10
　

享
保

・
元

文
期

の
岡

本
家

手
作

地
の

収
穫

と
販

売
（

単
位

：
収

穫
と

販
売

石
、

代
銀

匁
）

品
目

享
保
12
年

享
保
17
年

享
保
18
年

享
保
19
年

享
保
20
年

収
穫

販
売

販
売
代
銀

収
穫

販
売

販
売
代
銀

収
穫

販
売

販
売
代
銀

収
穫

販
売

販
売
代
銀

収
穫

販
売

販
売
代
銀

表
作

米
45
.2

14
.6
63
6.2
98

24
.85

18
.83

13
48
.55

48
.2
31
.28
5
14
47
.74

44
.4

16
.4
63
1.8
16

45
.1

8
32
8.5
6

木
綿

18
本

90
0.3

3
本

16
5

2
本

17
2

茶
2.5
斤

35
斤

67
斤

54
斤

5
斤

干
茶
7
斤

生
茶
25
貫
目
28
貫
目

10

菜
畑

大
豆

煙
草

40
斤

50
斤

40
斤

裏
作

菜
種

5.1
4.8

19
2

5.2
5.0
7

25
3.5

3.1
6

3.1
6

18
0.1
2

6.3
5.1

22
9.5

4.8
4.8

21
6

麦
安

9
2.4

84
7.2

5.6
8.4

8.1
5

大
麦

16
4.4

8
8

5.2
5

小
麦

6.4
4.4

5.2
3.2

3.6
空
豆

8.3
7.3
2

16
1.5
2

2.8
2.6

72
.8

2.3
1.6

62
.4

6.8
60
4

12
8

6.2
5.6

12
3.2

小
計

19
74
.11
8

18
39
.85

16
90
.26

98
9.3
16

84
9.7
6

そ
の
他

ま
つ
き
4

16
4

手
作
合
計

21
38
.11
8

18
39
.85

16
93
.42

98
9.3
16

84
9.7
6

宛
米

15
.7

68
4.2
37

19
.53

13
98
.68

14
.08
5

65
1.1
8
13
.09
5

49
2.4
77

16
.74
5

68
7.7
17

品
目

元
文
元
年

元
文
2年

元
文
3年

元
文
4年

元
文
5年

収
穫

販
売

販
売
代
銀

収
穫

販
売

販
売
代
銀

収
穫

販
売

販
売
代
銀

収
穫

販
売

販
売
代
銀

収
穫

販
売

販
売
代
銀

表
作

米
31

8
43
4.5
45

37
.2

26
12
82
.74

31
.4

13
.4

12
46
.2

38
.2

17
.8
14
71
.85

23
11
.2
93
3.3
32

木
綿

9
本
・

27
00
目

15
90

14
本
木
綿
6本
・

実
綿
8
本

13
82

実
綿
10 本
実
綿
2本
・

木
綿
9
本

13
76

茶
40
斤

30
斤

30
斤

32
斤

10
斤

6
25
斤

菜
畑

大
豆

0.3
煙
草

50
斤

裏
作

菜
種

3.3
2

3.3
2

15
1.8

4.8
4.8

34
5.6

5.1
4.9
87

33
6.9

3.6
4

34
3.6

6
6.2
82

55
2.8
2

麦
安

9.2
9.2

8
8.8

8.6
大
麦

6
4

4
小
麦

3.6
5

1.8
5.2

空
豆

10
.8

9.6
12
2.9
28

4
10
6

3.6
2.3

85
.4

2.4
1.6

88
.8

1.9
1.2

56
小
計

22
99
.27
3

31
16
.34

16
68
.5

32
86
.25

15
42
.15
2

そ
の
他

小
豆
0.2

8
手
作
合
計

22
99
.27
3

31
24
.34

16
68
.5

32
86
.25

15
42
.15
2

宛
米

14
.73

80
0.1
04
19
.00
6

93
7.6
8
15
.90
6

14
78
.29
9

21
.01
6

17
37
.77
1
24
.65
6

20
54
.65
9

出
典
：
各
年
度
の
「
万
覚
帳
」（
岡
本
家
文
書
）
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タ
の
な
か
で
は
、
元
文
五
年
だ
け
宛
米
が
減
額
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
年
は
、
武

庫
川
の
堤
が
切
れ
て
上
瓦
林
村
は
大
打
撃
を
受
け
た
の
で
、
減
額
が
な
い
点
は
疑

問
が
も
た
れ
る
。
皆
無
だ
っ
た
た
め
、
減
額
記
載
も
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
と
く
に
証
拠
も
な
い
の
で
こ
の
ま
ま
と
し
た
。

　

岡
本
家
の
所
持
地
全
体
か
ら
あ
が
る
現
銀
収
入
の
総
額
は
把
握
で
き
た
が
、
米

に
つ
い
て
は
宛
米
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
目
標
は
、
手
作
り
部
分

の
収
支
計
算
で
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
を
控
除
し
な
い
と
収
支
が
計
算
で
き
な

い
。
し
か
し
控
除
と
い
う
方
法
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、

手
作
り
の
収
穫
米
を
す
べ
て
販
売
し
た
と
し
て
、
収
入
を
計
算
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
手
作
り
米
の
収
穫
量
は
毎
年
記
載
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
毎
年
の
平
均
米
価

で
す
べ
て
販
売
し
た
と
し
て
収
入
を
計
算
す
る
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
も
の
が
表

11
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
銀
一
貫
目
以
上
収
入
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
は
手
作
り
分
に
掛
か
る
年
貢
米
な
ど
が
引
か
れ
て
い
な
い
か
ら
で
、
支
出
の

部
分
で
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
の
手
続
き
を
経
た
上
で
、
表
10
に
補

足
し
て
お
い
た
宛
米
部
分
を
合
算
す
る
と
岡
本
家
の
全
農
業
収
入
が
計
算
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
岡
本
家
の
農
業
部
門
の
粗
収
入
は
少
な
い
年
で
二
貫
五
一
九

表
11

　
享

保
・

元
文

期
の

岡
本

家
の

手
作

地
収

入
（

調
整

後
）（

単
位

：
銀

匁
）

品
目

享
保
12
年

享
保
17
年

享
保
18
年

享
保
19
年

享
保
20
年

元
文
元
年

元
文
2年

元
文
3年

元
文
4年

元
文
5年

表
作

米
19
69
.90
6

17
79
.68
5

22
30
.49
6

16
69
.79
5

18
52
.25
7

16
83
.85
8

18
35
.30
5

29
20
.2

31
58
.68
2

19
16
.65
9

木
綿

90
0.3

16
5

17
2

15
90

13
82

13
76

茶
10

6
菜
畑

大
豆

煙
草

裏
作

菜
種

19
2

25
3.5

18
0.1
2

22
9.5

21
6

15
1.8

34
5.6

33
6.9

34
3.6

55
2.8
2

麦
安

84
大
麦

小
麦

空
豆

16
1.5
2

72
.8

62
.4

12
8

12
3.2

12
2.9
28

10
6

85
.4

88
.8

56
小
計
　
　

33
07
.72
6

22
70
.98
5

24
73
.01
6

20
27
.29
5

23
73
.45
7

35
48
.58
6

36
68
.90
5

33
42
.5

49
73
.08
2

25
25
.47
9

そ
の
他
　

16
4

8
手
作
合
計

34
71
.72
6

22
70
.98
5

24
73
.01
6

20
27
.29
5

23
73
.45
7

35
48
.58
6

36
76
.90
5

33
42
.5

49
73
.08
2

25
25
.47
9

宛
米
　
　

68
4.2
37

13
98
.68

65
1.1
8

49
2.4
77

68
7.7
17

80
0.1
04

93
7.6
8

14
78
.29
9

17
37
.77
1

20
54
.65
9

総
合
計
　

41
55
.96
3

36
69
.66
5

31
24
.19
6

25
19
.77
2

30
61
.17
4

43
48
.69

46
14
.58
5

48
20
.79
9

67
10
.85
3

45
80
.13
8

出
典
：
表
10
に
同
じ
。
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匁
余
、
多
い
年
で
六
貫
七
一
〇
匁
余
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
、
手
作
り
経
営
の
支
出

　

岡
本
家
の
農
作
物
販
売
額
が
判
明
し
た
の
で
、
つ
づ
い
て
、
支
出
を
検
討
し
た

い
。

　

Ａ
年
貢

　

年
貢
に
つ
い
て
は
、「
年
貢
米
免
割
帳
」
が
残
っ
て
い
る
が
、
当
該
期
に
は
享

保
一
二
年
分
の
ほ
か
に
享
保
一
七
年
分
が
「
万
覚
帳
」
に
写
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
し
か
し
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
よ
り
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
ま
で

の
村
割
付
状
が
あ
る
の
で
、
毎
年
の
年
貢
率
が
判
明
す
る
。
岡
本
家
の
持
高
構
成

は
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
よ
り
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
ま
で
変
化
な

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
各
年
度
の
村
ベ
ー
ス
の
年
貢
率
を
乗
じ
て
、「
年
貢
米
免

割
帳
」
と
同
様
な
年
貢
量
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
表
12
に
示
し

た
。
さ
ら
に
延
口
米
が
本
年
貢
高
に
対
し
て
七
・
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
掛
か
る
の
で
、

各
年
度
で
算
出
し
た
。
ま
た
砂
入
不
足
・
あ
り
き
賃
・
お
き
な
米
・
小
割
な
ど
の

附
加
税
は
毎
年
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
仮
定
し
て
総
合
計
を
算
出
し
た
。
こ
こ
か
ら

庄
屋
給
七
斗
八
升
三
合
、
大
庄
屋
給
一
石
九
斗
三
升
二
合
を
差
し
引
い
て
、
岡
本

家
の
総
年
貢
量
が
と
り
あ
え
ず
算
出
で
き
る
。
庄
屋
・
大
庄
屋
給
を
控
除
す
る

と
、
手
作
地
の
収
支
計
算
に
政
治
的
要
因
が
入
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
庄

屋
・
大
庄
屋
役
を
務
め
る
労
働
力
を
ど
の
よ
う
に
算
定
し
て
、
手
作
り
地
経
営
の

収
支
か
ら
差
し
引
く
か
判
断
が
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
庄
屋
・
大
庄

屋
給
を
そ
の
業
務
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働
力
と
仮
定
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
控
除
し

て
お
き
、
そ
の
分
、
外
の
収
支
で
は
考
慮
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
年
貢
は
、
こ
の

時
期
、
緩
や
か
に
上
昇
し
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
最
大
と
な
り
、
翌
元
文
五

年
に
は
洪
水
の
た
め
急
落
す
る
。

　

こ
う
し
て
岡
本
家
の
年
貢
米
総
額
が
わ
か
る
の
で
、
こ
れ
を
手
作
り
面
積
と
宛

作
地
面
積
の
比
率
で
配
分
し
て
、
手
作
り
地
年
貢
を
算
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
結
果
を
、
岡
本
家
か
ら
得
ら
れ
た
そ
の
年
の
平
均
米
価
を
乗
じ
て
、
銀
価
格
に

し
て
表
示
し
た
。

　

Ｂ
家
族
と
飯
米
支
出

　

つ
づ
い
て
飯
米
の
試
算
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
麦
と
関
係
す
る
。

麦
は
基
本
的
に
は
食
用
と
し
て
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
、「
万
覚
帳
」
で
は
、
ほ
と

ん
ど
販
売
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
麦
を
中
心
と
し
た
食
事
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
元
禄
期
の
紀
州
の
状
況
を
書
い
た
『
地
方
の
聞
書
』（『
才
蔵
記
』）

で
は
（
（1
（

、
黍
と
麦
食
だ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
河
内
の

豪
農
橋
本
角
左
衛
門
が
残
し
た
『
家
伝
年
中
行
事
』
に
は
、
常
の
食
事
は
米
二
分

に
麦
七
、八
分
を
交
え
た
も
の
と
し
て
い
る
（
（1
（

。
少
し
時
代
が
下
る
と
こ
の
よ
う
に

麦
に
米
を
交
え
た
麦
飯
と
な
る
。
さ
ら
に
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
の
統
計
で

は
兵
庫
県
を
見
る
と
、
米
五
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
麦
三
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。
一
九
世
紀
末
に
は
、
米
食
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（1
（

。
岡
本

家
も
麦
と
米
を
交
え
た
食
事
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
「
万
覚
帳
」
か
ら
、
こ
の
時
期
麦
の
収
穫
は
表
10
に
示
し
た
。
年
に
よ
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り
差
は
あ
る
が
、
麦
は
平
均
一
七
石
八
斗
の
収
穫
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
麦

は
例
外
的
に
販
売
さ
れ
た
以
外
は
、
ほ
か
に
使
用
さ
れ
た
記
録
も
な
い
の
で
基
本

的
に
は
す
べ
て
食
料
と
し
て
消
費
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

麦
と
い
っ
て
も
、
麦
安
・
大
麦
は
搗
い
て
そ
の
ま
ま
食
用
と
さ
れ
た
が
、
小
麦
は

粉
に
し
て
利
用
さ
れ
、
同
じ
で
は
な
い
。
し
か
し
自
家
消
費
さ
れ
た
こ
と
は
変
わ

り
な
い
の
で
、
一
律
に
麦
と
し
て
合
算
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
。

　

そ
こ
で
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
か
ら
連
続
し
て
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）

ま
で
九
年
間
に
つ
い
て
、
麦
と
米
の
消
費
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
近
世
は
太
陰
暦

表
12

　
享

保
・

元
文

期
の

岡
本

家
の

年
貢

負
担

享
保
12
年

享
保
17
年

享
保
18
年

享
保
19
年

享
保
20
年

元
文
元
年

元
文
２
年

元
文
３
年
元
文
４
年

元
文
５
年

年
貢
高

免
年
貢
米

年
貢
米

年
貢
米

免
年
貢
米

年
貢
米

年
貢
米

免
年
貢
米

年
貢
米

年
貢
米

免
年
貢
米

本
高

26
.06
3
0.7
9

20
.59

20
.59

20
.59

0.7
9

20
.59

20
.59

20
.59

0.8
1
21
.11
1

21
.11
1

21
.37
2

0.7
4

19
.28
7

未
新
田

0.1
8
0.7
5

0.1
35

0.1
35

0.1
35

0.7
5

0.1
35

0.1
35

0.1
35

0.7
5
0.1
35

0.1
35

0.1
35

0.7
5

0.1
35

申
新
田

8.8
23

0.3
4

3
3

3
0.3
4

3
3

3
0.3
4

3
3

3
0.3
4

3
辰
新
田

1.3
44

0.3
7

0.4
97

0.4
97

0.4
97

0.3
7

0.4
97

0.4
97

0.4
97

0.3
7
0.4
97

0.4
97

0.4
97

0
0

酉
新
田

0.9
36

0.1
5

0.1
4

0.1
4

0.1
4

0.1
5

0.1
4

0.1
4

0.1
4

0.1
5

0.1
4

0.1
4

0.1
4

0
0

新
畑

1.3
32

0
0

0
0.1

0.1
33

0.1
33

0.1
33

0.1
0.1
33

0.1
33

0.1
33

0
0

小
計

38
.67
8

24
.36
2

24
.36
2

24
.36
2

24
.49
5

24
.49
5

24
.49
5

25
.01
6

25
.01
6

25
.27
7

22
.42
2

延
口
米

1.7
35

1.7
35

1.7
35

1.7
44

1.7
44

1.7
44

1.7
81

1.7
81

1.8
1.5
96

砂
入
不
足

0.0
36

0.0
36

0.0
36

0.0
36

0.0
36

0.0
36

0.0
36

0.0
36

0.0
36

0.0
36

あ
り
き
賃

0.0
3

0.0
3

0.0
3

0.0
3

0.0
3

0.0
3

0.0
3

0.0
3

0.0
3

0.0
3

お
き
な
米

0.0
03

0.0
03

0.0
03

0.0
03

0.0
03

0.0
03

0.0
03

0.0
03

0.0
03

小
か
か
り

0.7
29

0.7
29

0.7
29

0.7
29

0.7
29

0.7
29

0.7
29

0.7
29

0.7
29

0.7
29

合
計

26
.89
2

26
.89
5

26
.89
5

27
.03
7

27
.03
7

27
.03
7

27
.59
5

27
.59
5

27
.87
5

24
.81
6

給
分
を
引
い
た
年
貢

24
.17
7

24
.18

24
.18

24
.32
2

24
.32
2

24
.32
2

24
.88

24
.88

25
.16

22
.10
1

手
作
分
年
貢
米

15
.15
9

13
.75
8

18
.30
4

17
.46
3

16
.85
5

16
.63
6

17
.01
8

14
.80
4

13
.61
2

12
.35
5

同
銀
換
算

66
0.6
6

98
5.3
07

84
7.0
36

65
6.7
49

69
2.2
35

90
3.6
34

83
9.6

13
76
.77
2
11
25
.54
9

10
29
.57
9

宛
米
分
年
貢
米

9.0
18

10
.42
2

5.8
76

6.8
59

7.4
67

7.6
86

7.8
62

10
.07
6

11
.54
8

9.7
46

同
銀
換
算

39
3.0
23

74
6.3
92

27
1.9
18

25
7.9
53

30
6.6
7

41
7.4
88

38
7.8
8

93
7.0
68

95
4.8
81

81
2.1
63

出
典
：
享
保
12
年
は
「
御
年
貢
免
割
帳
」、
享
保
17
年
は
「
万
覚
帳
」
以
下
各
年
度
の
割
付
状
よ
り
推
定
。

注
：
�享
保
12
年
、
同
17
年
の
本
高
は
27
.39
5
石
で
、
こ
の
内
砂
入
引
き
が
1.3
32
石
あ
っ
た
の
で
、
差
引
26
.06
3
石
が
年
貢
賦
課
対
象
の
高
と
な
る
が
、
煩
雑
な
の
で
表
に
は
年
貢
対
象
高

だ
け
を
示
し
た
。
庄
屋
給
は
0.7
83
石
、
大
庄
屋
給
は
1.9
32
石
、
合
計
2.7
15
石
が
給
分
で
あ
っ
た
。
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の
た
め
閏
月
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
一
年
の
日
数
が
不
定
で
あ
る
。
閏
月
の
あ
る

年
は
一
年
が
三
八
四
日
、
な
い
年
は
三
五
四
日
な
い
し
三
五
五
日
な
の
で
、
数
カ

年
平
均
し
な
い
と
、
そ
の
差
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る
。
九
年
間
の
一
年
平
均
日
数

は
三
六
七
日
と
な
っ
て
、
ほ
ぼ
太
陽
暦
程
度
に
な
る
。
岡
本
家
の
家
族
は
享
保
一

二
年
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
三
カ
年
に
つ

い
て
宗
門
人
別
帳
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
は
男
四

人
、
女
四
人
の
八
人
家
族
で
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
は
七
人
、
元
文
二
年

（
一
七
三
七
）
は
六
人
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
享
保
一
七
年
か
ら
元
文
元
年
（
一
七

三
六
）
ま
で
は
七
人
、
元
文
二
年
か
ら
は
六
人
と
し
て
計
算
し
た
。
ま
た
奉
公
人

は
年
季
奉
公
人
と
丸
居
と
い
わ
れ
る
一
年
を
通
じ
て
岡
本
家
に
居
住
し
て
奉
公
し

た
も
の
や
夏
季
・
冬
季
と
半
季
だ
け
の
も
の
合
わ
せ
て
一
〇
人
前
後
い
た
。
家
族

は
全
員
一
年
中
、
岡
本
家
に
居
住
し
て
食
事
し
た
と
し
て
、
奉
公
人
と
丸
居
、
半

季
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
事
情
が
あ
っ
て
、
岡
本
家
に
い
な
い
日
数
も
あ
る
の

で
、
記
録
の
限
り
こ
れ
ら
を
差
し
引
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
人
員
が
ど

れ
だ
け
手
作
り
に
携
わ
っ
た
か
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
庄

屋
・
大
庄
屋
を
勤
め
た
岡
本
家
の
当
主
以
下
、
若
干
は
手
作
り
の
耕
作
に
関
与
し

て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
部
分
を
控
除
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
算
定
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
岡
本
家
に
与
え
ら
れ
た
、

庄
屋
・
大
庄
屋
給
を
あ
ら
か
じ
め
年
貢
か
ら
控
除
し
て
こ
れ
に
か
え
た
。
そ
こ
で

こ
こ
で
は
、
家
族
・
奉
公
人
の
す
べ
て
が
手
作
り
労
働
を
行
っ
た
と
仮
定
し
て
、

食
事
日
数
を
合
計
し
平
均
す
る
と
年
に
五
三
〇
四
日
と
な
る
。
こ
の
年
の
平
均
総

食
事
日
数
で
、
麦
の
平
均
残
り
額
を
除
し
て
み
る
と
、
一
日
一
人
三
合
四
勺
と
な

る
。

　
『
日
本
食
物
史
』（
（1
（

に
よ
れ
ば
、
麦
は
一
合
＝
一
〇
〇
グ
ラ
ム
で
、
同
じ
重
さ
で

三
四
七
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
、
麦
三
合
四
勺
で
は
、
一
一
八
〇

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
な
る
。
こ
れ
に
米
を
一
合
五
勺
交
え
た
と
し
て
計
算
し
て
み
る

と
、
米
一
合
＝
一
四
四
グ
ラ
ム
で
、
一
〇
〇
グ
ラ
ム
当
た
り
三
五
〇
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
カ
ロ
リ
ー
は
七
五
六
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
麦
と
米
を
合
算
す
る
と
一
九
三
六
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
と
な
り
、『
日
本
食
物
史
』
の
示
す
二
〇
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
上
に
は
及

ば
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
近
い
カ
ロ
リ
ー
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
米
の
混
入
率

は
三
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。『
家
伝
年
中
行
事
』
の
混
入
率
に
比
べ
て
や
や

多
め
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
岡
本
家
で
は
一
日
一
人
、
麦
三
合
四
勺
、
米
一
合
五
勺
を
食
料
と
し
て

消
費
し
た
と
し
て
、
各
年
度
の
消
費
量
を
算
出
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
す
で
に

ふ
れ
た
が
麦
は
ほ
と
ん
ど
販
売
さ
れ
ず
自
家
消
費
さ
れ
た
の
で
、
初
め
か
ら
考
慮

し
な
い
こ
と
に
す
る
。
ま
れ
に
販
売
さ
れ
た
場
合
は
、
剰
余
と
し
て
そ
の
ま
ま
収

入
に
含
め
て
お
く
。
し
た
が
っ
て
米
に
つ
い
て
だ
け
、
算
出
し
て
、
こ
れ
を
当
該

年
の
米
価
に
よ
り
銀
換
算
し
て
、
で
き
あ
が
っ
た
の
が
表
13
で
あ
る
。
こ
れ
を
飯

米
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

Ｃ�

奉
公
人
・
日
用
な
ど
の
賃
銀

　

手
作
り
経
営
の
必
要
経
費
と
し
て
、
労
働
賃
銀
が
あ
る
。
岡
本
家
で
働
い
て
い



144

た
も
の
は
月
廻
り
、
丸

居
、
年
季
奉
公
人
、
夏
冬

季
と
記
載
さ
れ
た
半
期
と

考
え
ら
れ
る
奉
公
人
、
田

植
え
な
ど
耕
作
を
行
う
日

用
と
家
屋
の
修
理
な
ど
に

携
わ
っ
た
職
人
な
ど
が
い

た
。
月
廻
り
は
月
に
何
日

と
い
う
契
約
で
働
い
た
通

い
の
も
の
で
、
村
内
な
い

し
近
隣
に
住
ん
で
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う

丸
居
は
文
字
通
り
、
岡
本

家
内
に
住
ん
で
働
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
年
季
奉
公

人
と
は
区
別
さ
れ
て
い

る
。
宗
門
人
別
帳
の
岡
本

家
の
な
か
に
は
記
載
が
な

く
、
一
部
は
村
内
に
名
前

が
あ
る
も
の
の
、
記
載
の

な
い
人
物
も
い
る
。
村
内

な
い
し
近
隣
の
も
の
の
よ
う
で
、
賃
銀
は
年
季
奉
公
人
に
比
べ
て
高
い
水
準
に

あ
っ
た
。
年
季
奉
公
人
は
丹
波
・
播
磨
の
遠
隔
地
か
ら
き
た
も
の
で
証
文
を
と

り
、
人
別
送
り
状
に
よ
り
村
の
宗
門
人
別
帳
に
も
記
載
さ
れ
た
。
し
か
し
宗
門
人

別
帳
と
対
照
し
て
み
る
と
、
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
奉

公
人
賃
銀
は
極
め
て
安
か
っ
た
。
長
年
季
が
多
く
、
一
年
間
に
割
っ
て
み
る
と
銀

一
匁
～
三
匁
な
ど
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
享
保
一
二
年

（
一
七
二
七
）
に
年
季
奉
公
人
と
し
て
記
載
の
あ
る
三
介
に
つ
い
て
み
る
と
、
享

保
三
年
（
一
七
一
八
）
か
ら
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
ま
で
の
一
〇
年
季
で
、

給
銀
五
〇
匁
で
あ
っ
た
が
、
同
人
は
享
保
一
二
年
の
宗
門
人
別
帳
で
は
二
三
歳
で

あ
っ
た
。
奉
公
に
入
っ
た
の
は
一
四
歳
の
時
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
享
保
五

年
（
一
七
二
〇
）
か
ら
一
〇
年
季
で
勤
め
た
り
ん
と
い
う
女
性
は
、
給
銀
が
銀

二
〇
匁
で
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
は
一
八
歳
で
、
勤
め
た
当
時
は
一
一
歳

だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
口
減
ら
し
的
労
働
力
と
し
て
放
出
さ
れ
る
も
の
が
中
心
に

な
る
の
で
、
長
年
季
と
な
り
、
賃
銀
も
安
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
季
奉
公

人
の
場
合
、
給
銀
を
年
季
で
割
っ
て
単
年
度
の
労
賃
を
計
算
し
た
。
日
用
の
場

合
、
農
業
関
係
の
も
の
と
家
や
蔵
の
修
理
な
ど
大
工
の
雇
用
、
綿
打
ち
賃
な
ど
が

あ
っ
た
。
農
業
で
は
田
植
え
労
働
に
ま
と
ま
っ
た
雇
用
が
あ
っ
た
が
、
ほ
か
に
農

地
を
労
賃
で
耕
作
さ
せ
る
こ
と
も
わ
ず
か
で
あ
る
が
行
わ
れ
て
い
た
。
宛
作
に
出

す
こ
と
が
で
き
ず
、
手
が
回
ら
な
か
っ
た
も
の
を
耕
作
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
家

屋
や
蔵
の
修
繕
な
ど
は
、
耕
作
労
働
で
は
な
い
が
、
家
経
営
の
一
部
と
し
て
、
経

費
に
入
れ
て
お
い
た
。
な
お
田
植
え
労
働
に
つ
い
て
は
、
一
部
諸
払
い
の
項
に
記

表 13　享保・元文期の岡本家の家族・奉公人・飯米
岡本家家族 奉公人など 1年日数 食事

日数
麦の
収穫 飯米 飯米の

銀換算男 女 計 奉公人 丸居 半季 通い
享保 12 年 4 4 8 6 2 2 2 384 6897 17.9322 10.346 450.899
享保 17 年 3 4 7 5 4 1 1 384 5524 18.782 8.286 593.419
享保 18 年 7 5 3 2 3 355 5550 18.87 8.325 385.248
享保 19 年 7 6 3 4 1 354 6450 21.93 9.675 363.857
享保 20 年 7 6 1 3 3 384 5582 18.979 8.373 343.879
元文元年 7 6 2 2 3 354 5512 18.741 8.268 449.101
元文 2年 3 3 6 6 1 5 2 384 4681 15.915 7.022 346.437
元文 3年 6 7 3 1 3 354 4612 15.681 6.918 643.374
元文 4年 6 5 1 1 3 355 5076 17.258 7.614 629.584
元文 5年 6 5 3 5 3 384 4749 16.147 7.124 593.664
出典：岡本家の家族は各年度の宗門人別帳、奉公人などは各年度の「万覚帳」による。（岡本家文書）
注：�奉公人などの通いは参考のために示しただけで、食事日数には数えていない。また奉公人などの
食事日数は勤め日数による。
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載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
場
合
、
労
賃
の
項
に
移
動
さ
せ
て
計
算
し

た
。
ま
た
そ
の
他
は
、
年
季
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
を
数
え
て
い
る
。
単
年
度

に
な
っ
て
い
る
が
、
年
季
が
記
載
さ
れ
て
な
い
だ
け
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
や
や

過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
労
賃
を
ま
と
め
る
と
、
表
14
の
よ
う
に
な
る
。
元
文
期
に
な
る
と
次

第
に
労
賃
支
出
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
手
作
り
面
積
の
推
移
と
比
較
す
る

と
、
元
文
期
に
は
手
作
り
面
積
は
減
少
気
味
な
の
で
、
労
賃
の
増
加
は
手
作
り
面

積
と
は
関
係
な
く
動
い
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
貨
幣

改
鋳
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
と
も
な
う
物
価
変
動
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
は
あ

ろ
う
。

　

Ｄ
肥
料
の
購
入
費

　

手
作
り
経
営
の
経
費
と
し
て
大
き
い
も
の
の
一
つ
に
肥
料
の
購
入
費
が
あ
る
。

こ
と
に
上
瓦
林
村
は
村
と
そ
の
周
辺
に
採
草
地
が
な
く
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら

購
入
肥
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
表
15
に
享
保
・
元
文
期
の
購
入
肥
料
と

そ
の
銀
額
を
示
し
た
が
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
銀
四
六
二
匁
余
を
最
低

に
し
て
、
銀
七
、八
〇
〇
匁
で
推
移
し
て
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
は
銀
二

貫
一
九
三
匁
余
に
ま
で
な
っ
た
。

　

肥
料
の
種
類
は
、
干
鰯
と
干
粕
・
油
粕
、
灰
・
屎
尿
が
中
心
で
あ
っ
た
。
干
鰯

は
、
尼
ヶ
崎
の
肥
料
商
梶
屋
久
右
衛
門
を
中
心
に
西
宮
の
鮒
屋
五
郎
兵
衛
、
善
塔

善
兵
衛
、
今
津
の
小
湊
屋
権
兵
衛
、
尼
ヶ
崎
の
船
屋
治
兵
衛
な
ど
か
ら
買
い
付
け

て
い
る
。
こ
の
時
期
、
継
続
取
り
引
き
が
つ
づ
い
た
の
は
尼
ヶ
崎
の
梶
屋
久
右
衛

表 14　享保・元文期の岡本家の労賃支出
享保12年 享保17年 享保18年 享保19年 享保20年 元文元年 元文2年 元文3年 元文4年 元文5年

月廻り 40 35 80 2.4 77.26 63 100 200 205 140
丸居 105 186 150 150 35 120 90 110 200 140
奉公人 35.025 27.693 54.69 18.69 31.357 7.023 8.898 24.75 24.75 25
春冬季 15 22 47 13 10 72 10 70 32.5
日用 86.008 97.623 30.966 71.517 72.914 63.898 184.013 158.225 119.66 84.526
その他 35 70 35.5
合計 266.033 361.316 337.656 289.607 264.531 333.921 454.911 538.475 619.41 422.026
手作り面積 322 302 402 381 368 363 325 316 287 297
反当たり労賃 8.262 12.494 8.399 7.601 7.188 9.199 13.997 17.04 21.582 14.21
出典：各年度の「万覚帳」（岡本家文書）
注：�早乙女賃を享保 17 年は 16 匁、元文 3年は 864 文、元文 4年は 10 匁諸払い覚から移して日用の
項に加えた。

表 15　享保・元文期の肥料購入額（単位・銀匁）
品目 享保12年 享保17年 享保18年 享保19年 享保20年 元文元年 元文2年 元文3年 元文4年 元文5年

干鰯 403.2 538 629.9 513.4 559.7 310.9 405.4 393.6 1137 874.4
〆粕 20.6
その他魚肥 19 77.5 37.8 379
干粕 90 26.8 66 725 390
油粕 19.2 124.9 53.2 100 99 117.6 102.8 103.8
その他粕 35 22.6 88.8 139.1
灰 33.57 0.716 31.684 21.794 22.064 13.6 12.224
屎尿 5.666 2.149 3.702 54.532 59.552 168.386 130.741 214.989
合計 463.036 704.065 858.602 736.732 750.936 666.08 852.705 889 2193.013 1264.4
出典：各年度の「万覚帳」（岡本家文書）
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門
と
西
宮
の
善
塔
善
兵
衛
で
あ
っ
た
。
梶
屋
久
右
衛
門
は
、
干
鰯
を
中
心
に
平
子

な
ど
魚
肥
が
中
心
で
、
善
塔
善
兵
衛
の
場
合
、
干
鰯
の
外
に
干
粕
、
油
粕
な
ど
を

販
売
し
た
。
西
宮
は
酒
造
業
の
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
の
で
、
そ
の
絞
り
か
す
で

あ
る
干
粕
や
灘
目
地
域
の
油
絞
り
か
ら
出
る
油
粕
が
入
手
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
梶
屋
や
善
塔
善
兵
衛
の
場
合
、
継
続
取
り
引
き
な
の
で
、
期
末
に
一
部
支

払
っ
て
残
り
を
次
回
に
送
る
差
し
継
ぎ
の
勘
定
が
行
わ
れ
て
い
た
。
善
塔
善
兵
衛

の
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
の
項
目
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

同
（
一
一
月
）十
七
日

　
　

一
、
干
鰯
弐
俵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
と
う

　
　

拾
壱
匁
替　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
兵
衛

　
　
　
　
　

代
廿
五
匁

　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　

〆
九
拾
八
匁

　
　
　

又　

三
百
拾
三
匁
三
分　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
廿
二
日
迄
留
ニ

　
　
　
　
　
　

此
り
廿
五
匁
七
分
弐
り

　
　
　
　
　

元
利
〆
三
百
三
拾
九
匁
弐
り

　
　
　
　
　

弐
百
九
拾
匁
七
分　
　
　
　
　
　
　
　

寅
年
残
り

　
　
　
　
　
　

此
り
四
拾
壱
匁
五
分
七
り

　
　
　
　
　

元
り
〆
三
百
三
拾
弐
匁
弐
分
七
り

　
　
　

三
口
合
七
百
六
九
匁
弐
分
九
厘

　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　

弐
百
三
拾
弐
匁
八
分
五
り　
　
　
　
　

菜
種
代
継

　
　
　
　
　

百
五
拾
六
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
代
継

　
　
　

残
三
百
八
拾
匁
四
分
四
り　
　
　
　
　
　
　

か
け

　

こ
れ
は
善
塔
か
ら
出
さ
れ
た
仕
切
状
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
一
月
か

ら
一
二
月
ま
で
の
購
入
分
の
干
鰯
一
〇
俵
の
代
銀
九
八
匁
を
請
求
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
年
の
四
月
二
二
日
に
売
っ
た
干
鰯
二
九
俵
分
の
代
銀
三
一
三
匁
三
分
を

利
子
二
五
匁
七
分
二
厘
と
一
緒
に
請
求
し
て
い
る
。
ま
た
前
年
寅
年
（
享
保
一
九

年
）
の
残
額
に
も
利
銀
を
付
け
、
三
口
合
わ
せ
て
銀
七
六
九
匁
余
を
計
上
し
、
そ

こ
か
ら
菜
種
と
米
で
受
け
取
っ
た
代
金
を
引
い
て
、
残
銀
三
八
〇
匁
四
分
四
厘
が

掛
け
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
同
年
の
「
諸
払
金
銀
米
銭
渡
覚
」
の
項
目
に

は
年
末
に
支
払
い
記
事
が
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
掛
け
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
善
兵
衛
の
場
合
、
菜
種
と
米
で
支
払
い
精
算
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
善

塔
と
は
こ
う
し
た
生
産
物
決
済
が
一
部
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
尼
ヶ
崎
の
梶
屋

と
は
生
産
物
決
済
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
利
子
は
寅
年
残
り
分
が
ほ
ぼ

一
年
と
考
え
ら
れ
る
の
で
計
算
す
る
と
年
利
一
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
月

利
に
す
る
と
一
・
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
ほ
ぼ
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
四
月
に
売
っ
た
干
鰯
に
つ
い
て
も
、
月
利
一
・
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

の
で
、
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。「
作
物
取
込
石
数
之
覚
」
と

「
諸
事
作
物
売
覚
」
を
見
る
と
、
菜
種
は
収
穫
四
石
八
斗
の
す
べ
て
を
四
月
に
渡

し
、
通
い
の
差
し
引
き
に
入
れ
て
、
干
鰯
代
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
米
は
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一
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
一
〇
俵
（
四
石
）
を
順
次
渡
し
、
干
鰯
代
に
し
て
い

る
。
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
か
ら
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
ま
で
は
、
菜
種

は
収
穫
の
ほ
ぼ
全
部
を
善
兵
衛
が
買
っ
て
い
る
が
、
以
後
は
別
の
も
の
が
買
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　

干
粕
・
油
粕
な
ど
は
善
塔
善
兵
衛
が
中
心
で
販
売
し
、
別
に
白
由
油
（
ご
ま
の

絞
り
粕
）
は
、
西
宮
の
か
せ
屋
利
右
衛
門
、
か
せ
屋
平
蔵
か
ら
購
入
し
て
い
る
。

　

灰
も
、
販
売
す
る
も
の
が
い
た
よ
う
で
下
（
西
）
新
田
の
藤
兵
衛
や
七
松
村
八

兵
衛
・
彦
兵
衛
、
小
路
の
庄
兵
衛
な
ど
か
ら
恒
常
的
に
買
っ
て
い
る
。
灰
は
銭
貨

で
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
銀
へ
の
換
算
は
こ
の
時
期
、
大
坂
両
替
相
場
が

欠
け
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、「
万
覚
帳
」
か
ら
記
載
を
抽
出
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
換
算
し
た
。

　

屎
尿
で
は
、
汲
み
取
り
契
約
を
し
て
、
代
物
は
米
・
餅
米
で
支
払
っ
た
。
享
保

一
八
年
（
一
七
三
三
）
ま
で
は
、
村
周
辺
の
個
人
か
ら
わ
ず
か
な
買
い
取
り
で

あ
っ
た
が
、
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
に
は
西
宮
の
大
明
屋
七
左
衛
門
・
干
物

屋
市
郎
兵
衛
な
ど
か
ら
ま
と
ま
っ
て
入
手
し
た
。
大
明
屋
に
は
米
七
斗
、
干
物
屋

に
は
米
四
斗
を
渡
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
が
所
持
す
る
借
家
な
ど
か
ら
汲
み

取
る
代
償
と
し
て
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
岡
本
家
が
販
売
し
た
米

の
平
均
米
価
を
も
と
に
銀
に
換
算
し
た
。
ま
た
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
に
は
西

宮
小
網
中
吉
兵
衛
出
店
と
米
二
石
で
汲
み
取
り
契
約
を
し
て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た

屎
尿
を
入
手
し
た
。
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
は
屎
尿
の
記
事
が
な
い
が
、
前
後

の
年
に
は
小
網
中
吉
兵
衛
店
と
善
塔
孫
兵
衛
か
ら
汲
み
取
っ
た
記
事
が
あ
る
の

で
、
お
そ
ら
く
記
載
漏
れ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
こ
こ
で

は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　

Ｅ
日
常
支
出

　

最
後
に
、
万
覚
帳
の
諸
支
払
い
か
ら
日
常
的
な
経
費
を
算
出
し
て
お
く
。
こ
の

項
目
は
、
支
払
い
を
そ
の
都
度
日
付
ご
と
に
記
載
し
た
も
の
で
、
多
様
な
も
の
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
肥
料
な
ど
は
、
春
と
年
末
に
、
一
部
を
支
払
っ
て
い
て
、
そ

の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
肥
料
の
項
目
で
、
当
該
年
度
に
つ
い
て
は
一
括
し
て
支

払
っ
た
こ
と
と
し
て
計
算
す
る
の
で
、
こ
う
し
た
項
目
は
削
除
し
て
二
重
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
早
乙
女
代
な
ど
は
、
雇
い
人
の
支
払
い
項
目
と
二
重
に

な
っ
た
り
、
諸
払
い
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
大
工
の
手
間
賃
な
ど
も

両
方
に
現
れ
る
が
、
明
確
に
二
重
と
わ
か
っ
た
も
の
以
外
は
移
動
さ
せ
な
か
っ

た
。
移
動
す
る
場
合
は
、
雇
い
人
の
方
へ
移
動
し
て
処
理
し
た
。
醤
油
な
ど
の
食

品
、
鍬
や
梶
屋
へ
の
支
払
い
な
ど
農
具
類
、
釘
な
ど
の
非
自
給
物
資
、
灯
油
や
油

代
、
無
尽
講
掛
け
銀
・
利
払
い
な
ど
の
ほ
か
支
配
割
、
用
水
樋
の
修
理
銀
な
ど
が

含
ま
れ
る
。
支
配
割
や
樋
の
修
理
銀
あ
る
い
は
村
に
か
か
わ
る
連
判
の
分
担
銀
な

ど
は
本
来
、
年
貢
諸
掛
か
り
で
処
理
し
た
方
が
適
切
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ

の
移
動
は
か
な
り
煩
雑
な
手
続
き
を
と
も
な
う
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ま
で
含
め

て
日
常
支
出
と
し
て
処
理
し
た
。
な
お
連
判
銀
の
利
払
い
が
銀
四
二
〇
匁
程
度
現

れ
る
が
、
こ
れ
は
立
て
替
え
の
項
目
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
岡
本
家
が
大

庄
屋
と
し
て
何
ら
か
の
連
判
借
銀
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

岡
本
家
が
家
と
し
て
借
り
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
は
ず
し
た
。
ま
た
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買
物
の
項
を
見
る
と
西
宮
の

「
か
せ
や
理
右
衛
門
」「
ざ
こ

や
十
郎
兵
衛
」「
中
西
や
伊

右
衛
門
」
な
ど
岡
本
家
に
出

入
り
し
て
、
通
い
で
油
、
塩

な
ど
を
供
給
し
て
い
た
商
人

が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼

ら
は
盆
暮
れ
に
ま
と
ま
っ
て

支
払
い
を
受
け
て
担
当
の
も

の
を
岡
本
家
に
納
め
て
い

た
。

　

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
も
の

が
表
16
で
あ
る
。
日
常
支
出

は
最
大
で
、
享
保
一
二
年

（
一
七
二
七
）
の
銀
二
貫

六
三
一
匁
余
か
ら
最
低
で
元

文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
銀

四
九
八
匁
ま
で
大
き
な
開
き

が
あ
る
。
し
か
し
大
き
な
支

出
の
項
目
を
見
る
と
な
に
か

通
常
で
は
な
い
出
費
が
あ
る

年
が
出
銀
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
は
河
内
屋
又

兵
衛
に
銀
八
二
〇
匁
の
支
払
い
が
一
時
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
武
兵
衛
へ
の

支
払
い
な
ど
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
項
目
の
銀
三
九
五
匁
余
で
こ
の
年
の
支
出
の

半
分
程
度
を
占
め
て
い
る
。
武
兵
衛
と
一
括
さ
れ
た
支
払
い
は
諸
道
具
代
と
あ
る

の
で
、
婚
礼
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
河
内
屋
又
兵
衛
に
は
そ
の
後

も
支
払
い
を
つ
づ
け
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
通
い
の
残
り
を
支
払
っ
た
と

あ
る
。
ま
た
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
か
ら
は
借
財
の
利
分
支
払
い
が
大
き
な

比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
や
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
の
よ
う
に
利
払
い
が
な
い
年
は
、
日
常
支
出
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

は
な
ら
な
い
。
多
い
年
も
利
払
い
分
を
除
け
ば
享
保
二
〇
年
程
度
の
支
出
で
済
む

と
考
え
ら
れ
る
。
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
は
婚
礼
が
あ
っ
た
の
と
な
に
か
建
築

が
行
わ
れ
た
よ
う
で
材
木
代
な
ど
が
あ
り
支
出
も
大
き
く
な
っ
た
。
ま
た
元
文
四

年
は
利
払
い
が
復
活
し
て
い
る
。

ま
と
め

　

以
上
、
岡
本
家
の
享
保
・
元
文
期
の
収
入
、
支
出
の
主
要
な
要
素
が
算
出
で
き

た
の
で
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
収
支
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
作

成
し
た
も
の
が
表
17
で
あ
る
。

　

表
17
に
は
平
均
値
を
算
出
し
て
お
い
た
が
、
享
保
後
半
か
ら
元
文
五
年
ま
で
、

岡
本
家
の
経
営
は
手
作
地
で
は
収
入
が
銀
三
貫
六
八
匁
余
、
支
出
が
銀
三
貫
九
五

一
匁
余
で
差
引
銀
八
八
三
匁
余
の
支
出
超
過
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
宛
米
で
補
っ
て

表 16　享保・元文期の岡本家の日常支出
年代 支出 大きな支出 その他

享保 12 年 2631.441 河内屋又兵衛 820 匁、武兵衛他 395.7 匁
享保 17 年 995.149 利銀 6口 310 匁 講掛け麦安 0.373 石
享保 18 年 715.449 支配銀割 40.72 匁 講掛け麦安 0.373 石
享保 19 年 770.651 支配銀割 40.72 匁、預り銀利分 182 匁
享保 20 年 667.688 頼母子掛け銀 55.55 匁
元文元年 498.891
元文 2年 1484.67 河内屋又兵衛 185.1 匁、利銀 3口 452 匁
元文 3年 1723.965 祝儀調物代 235 匁、西宮松井吉右衛門 242.5 匁、河内屋又兵衛 113.4 匁
元文 4年 1832.773 利銀 4口 484 匁、河内屋又兵衛 110 匁
元文 5年 1014.668 河内屋又兵衛通い残り 195 匁
出典：各年度の「万覚帳」（岡本家文書）
注：その他の頼母子講掛け麦安は、麦安の価格が判明しないので、計算には加えなかった。
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も
銀
三
三
九
匁
余
の
不
足
が
出
て
い
る
。
支
出
の
大
き
い
部
分
は
年
貢
二
二
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
、
肥
料
代
二
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
諸
払
い
三
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
諸
払
い
が
大
き
な
比
重
を
占
め
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
利

分
の
払
い
が
一
定
の
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
な
お
手

作
地
収
入
と
宛
米
収
入
を
合
計
し
て
、
同
じ
く
手
作
地
と
宛
作
地
に
か
か
る
年
貢

を
合
算
し
た
も
の
を
比
較
す
る
と
、
三
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
岡
本
家
に

か
か
る
年
貢
の
比
重
も
か
な
り
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
年
貢
、
肥
料
代
、
利

払
い
な
ど
が
岡
本
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
肥
料
代
も

し
ば
し
ば
差
し
継
い
で
お
り
、
経
営
は
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ

の
時
期
、
岡
本
家
は
元
禄
・
享
保
期
に
顕
著
に
な
っ
た
戦
国
以
来
の
土
豪
百
姓
の

没
落
の
危
機
か
ら
な
お
脱
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

な
お
最
後
に
、
計
算
の
基
礎
と
な
っ
た
米
価
、
銭
と
銀
の
換
算
率
を
表
18
に
あ

げ
て
お
く
。
岡
本
家
の
換
算
率
と
大
坂
相
場
に
は
相
当
違
い
が
出
た
こ
と
も
あ
る

が
、
検
証
す
る
方
法
も
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
岡
本
家
の
デ
ー
タ
を
基
礎
と

し
た
。

　

以
上
、
簡
単
に
享
保
・
元
文
期
の
岡
本
家
の
農
業
経
営
を
見
て
き
た
が
、
今
後

は
こ
こ
で
固
め
た
分
析
枠
組
み
を
展
開
さ
せ
て
、
文
政
・
天
保
期
ま
で
の
同
家
の

経
営
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

表
17

　
享

保
・

元
文

期
の

岡
本

家
の

収
支

（
単

位
：

銀
匁

）

年
代

手
作
地

宛
作
地

総
合
計

手
作
面
積

手
作
り
地
収
入

年
貢

飯
米

労
賃

肥
料
代

諸
払
い

支
出
合
計

手
作
収
支

宛
米

宛
米
年
貢

宛
米
収
入

享
保
12
年

32
2

34
71
.72
6

66
0.6
6

45
0.8
99

26
6.0
33

46
3.0
36

26
31
.44
1

44
72
.06
9
−
10
00
.34
3

68
4.2
37

39
3.0
23

29
1.2
14

−
70
9.1
29

享
保
17
年

30
2

22
70
.98
5

98
5.3
07

59
3.4
19

36
1.3
16

70
4.0
65

99
5.1
49

36
39
.25
6
−
13
68
.27
1

13
98
.68

74
6.3
92

65
2.2
88

−
71
5.9
83

享
保
18
年

40
2

24
73
.01
6

84
7.0
36

38
5.2
48

33
7.6
56

85
8.6
02

71
5.4
49

31
43
.99
1

−
67
0.9
75

65
1.1
8

27
1.9
18

37
9.2
62

−
29
1.7
13

享
保
19
年

38
1

20
27
.29
5

65
6.7
49

36
3.8
57

28
9.6
07

73
6.7
32

77
0.6
51

28
17
.59
6

−
79
0.3
01

49
2.4
77

25
7.9
53

23
4.5
24

−
55
5.7
77

享
保
20
年

36
8

23
73
.45
7

69
2.2
35

34
3.8
79

26
4.5
31

75
0.9
36

66
7.6
88

27
19
.26
9

−
34
5.8
12

68
7.7
17

30
6.6
7

38
1.0
47

35
.23
5

元
文
元
年

36
3

35
48
.58
6

90
3.6
34

44
9.1
01

33
3.9
21

66
6.0
8

49
8.8
91

28
51
.62
7

69
6.9
59

80
0.1
04

41
7.4
88

38
2.6
16

10
79
.57
5

元
文
2
年

32
5

36
76
.90
5

83
9.6

34
6.4
37

45
4.9
11

85
2.7
05

14
84
.67

39
78
.32
3

−
30
1.4
18

93
7.6
8

38
7.8
8

54
9.8

24
8.3
82

元
文
3
年

31
6

33
42
.5

13
76
.77
2

64
3.3
74

53
8.4
75

88
9

17
23
.96
5

51
71
.58
6
−
18
29
.08
6

14
78
.29
9

93
7.0
68

54
1.2
31

−
12
87
.85
5

元
文
4
年

28
7

49
73
.08
2

11
25
.54
9

62
9.5
84

61
9.4
1

21
93
.01
3

18
32
.77
3

64
00
.32
9
−
14
27
.24
7

17
37
.77
1

95
4.8
81

78
2.8
9

−
64
4.3
57

元
文
5
年

29
7

25
25
.47
9

10
29
.57
9

59
3.6
64

42
2.0
26

12
64
.4

10
14
.66
8

43
24
.33
7
−
17
98
.85
8

20
54
.65
9

81
2.1
63

12
42
.49
6

−
55
6.3
62

平
均

33
6.3

30
68
.30
3

91
1.7
12

47
9.9
46

38
8.7
89

93
7.8
57

12
33
.53
5

39
51
.83
8

−
88
3.5
35

10
92
.28

54
8.5
44

54
3.7
37

−
33
9.7
98

出
典
：
表
8
～
表
16
。
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表 18　岡本家から見た米価・銭価
享保
12年

享保
17年

享保
18年

享保
19年

享保
20年

元文
元年

元文
2年

元文
3年

元文
4年

元文
5年

岡本家 米価 1石→銀 43.582 71.617 46.276 37.608 41.07 54.318 49.336 93 82.688 83.333
銀 1 匁→銭 78.82 86.77 81.967 84.388 83.333 78.947 54.348 46.01 45.81 49.323

大坂 米価 1石→銀 38.3 79.2 46.9 35.2 43.2 47.4 51.9 89.9 68.8 81.4
銀 1 匁→銭 83.3 55.6 56.5 46.1

出典：�米価と銀 1匁当たりの銭相場は各年度の「万覚帳」から算出した。大坂相場は、『日本歴史大
事典』4（小学館、2001 年）の「近世米価・貨幣相場一覧」による。

注：単位は銀は匁、銭は文である。

注（
１
）	

戸
谷
敏
之
『
近
世
農
業
経
営
史
論
』（
日

本
評
論
社
、
一
九
四
九
年
）。

（
２
）	

古
島
敏
雄
・
永
原
慶
二
『
商
品
生
産
と

寄
生
地
主
制
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
五
四
年
）。

（
３
）	

山
崎
隆
三
『
地
主
制
成
立
期
の
農
業
構

造
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
）。
以

下
、
岡
光
夫
『
近
世
農
業
経
営
の
展
開
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
六
年
）、

竹
安
繁
治
『
近
世
畿
内
農
業
の
構
造
』

（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
九
年
）
な

ど
。

（
４
）	
八
木
哲
浩
他
『
封
建
社
会
の
農
業
構
造
』

（
有
斐
閣
、
一
九
五
五
年
）。

（
５
）	

八
木
哲
浩
『
近
世
の
商
品
流
通
』（
塙

書
房
、
一
九
六
二
年
）。

（
６
）	

魚
住
惣
太
郎
編
『
西
宮
市
史
』
二
巻
、

（
西
宮
市
役
所
、
一
九
六
〇
年
）。

（
７
）	

拙
稿
「
畿
内
先
進
地
域
の
豪
農
と
肥
料

商
人
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』

六
一
集
史
学
科
篇
三
三
号
、
二
〇
〇
八

年
）
で
岡
本
家
の
「
万
覚
帳
」
を
も
と

に
肥
料
購
入
と
文
政
・
天
保
期
の
収
支

分
析
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
論
は
、

そ
の
成
果
を
踏
ま
え
全
面
的
に
農
業
経

営
の
分
析
を
行
う
た
め
の
準
備
作
業
で

あ
る
。
な
お
岡
本
家
文
書
は
、
現
在
、

西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
所
管
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

版
が
尼
ヶ
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
そ
の
両

者
を
も
と
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、
両
史
料
を
も
と

に
し
て
い
る
。

（
８
）	

岡
本
家
文
書
Ｈ
１
―

11
。

（
９
）	

岡
本
家
文
書
Ｊ
１
―

15
―

6
。

（
10
）	

小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
二
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）。

（
11
）	

大
阪
府
立
大
学
所
管
・
河
内
国
丹
北
郡
三
宅
村
橋
本
家
文
書
二
二
九
番
。

（
12
）	

大
豆
生
田
稔
『
お
米
と
食
の
近
代
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
六
四
～

五
頁
。
表
５
。

（
13
）	

江
原
絢
子
他
『
日
本
食
物
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
一
八
三
頁
。
同

書
か
ら

	

　

米
一
合
一
四
四
ｇ
、
米
一
〇
〇
ｇ
、
三
五
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

	

　

麦
一
合
一
〇
〇
ｇ
、
米
一
〇
〇
ｇ
、
三
四
七
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

	

と
い
う
数
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

付
記　

本
論
文
は
二
〇
一
四
～
二
〇
一
六
年
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
・

「
近
世
の
肥
料
商
と
農
業
経
営
」（
課
題
番
号
二
三
五
二
〇
八
三
二
）
の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
同
報
告
書
白
川
部
達
夫
編
『
近
世
の
肥
料
商
と
農
業
経
営
』

（
二
〇
一
七
年
）
に
収
録
し
た
も
の
に
若
干
手
を
加
え
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
本
家
お
よ
び
西
宮
市
立
郷
土
資
料
館
、
尼
ヶ
崎

市
立
地
域
研
究
史
料
館
、
大
阪
府
立
大
学
な
ど
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
深
謝
の

意
を
表
す
次
第
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

農
業
経
営　

肥
料　

干
鰯　

摂
津　

豪
農


